
取扱説明書 - 部品 

PGM
精密ギア計測器

室温または高温で高粘度のシングルコンポーネントの材料の計測とディスペンスに。

ヨーロッパでは、爆発性環境での使用が認可されていません。
一般目的では使用しないでください。

高使用アウトレット圧力 17.2 MPa (172 bar、2500 psi)
高使用インレット圧力 10.3 MPa (103 bar、1500 psi)

温度範囲については、技術データ (101 ページ ) を参照してください。

モデル情報については、 4 ページを参

照してください。

重要な安全情報。
本取扱説明書のすべての警告および説明
をお読みください。説明書は保管してく
ださい。
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部品 説明

309376 耐久ディスペンスバルブ

310538 加熱自動ディスペンスバルブ

311208 Therm-O-Flow 200 (P/N 98****)

334130 Therm-O-Flow 200 (P/N UH****)

313296 ウォームメルト供給システム

309213 付属ヒートゾーン制御

313526 周辺供給システム
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モデル

銘板 (ID) で、流体計測ステムの 6 桁の部品番号をチェックします。以下のマトリクスを使用して、6 桁の数字に基
づいてシステムの構造を明確にして下さい。たとえば、部品 PG0111 は PGM 液体計測システム (PG)、6cc システ
ム (0)、加熱なし (1)、制御 /3m (1)、および耐久スナッフバック (1) であることを表しています。

注： 交換部品を注文するには、この説明書の部品セクションを参照してください。マトリックス内の数字は、部品
図面およびリストの参照番号に対応していません。

* PGM 制御センターにはヒート制御は含みません。加熱ロードは、Therm-O-Flow コントローラで制御されるよ

う設定されます。

バルクメルト (Therm-O-Flow 20 + Therm-O-Flow 200) および周辺

ホース

* PTFE ホースを示します。その他すべて Buna-N。

† スイベルを示します。

PG 0 1 1 2

1 桁目と 2 桁目
3 桁目 4 桁目 5 桁目  6 桁目

サイズ 加熱 制御 * バルブ

説明 説明 説明 説明

PG
( 精密 

ギアメーター )

0 6cc 1 加熱なし 0 制御なし 1 耐久スナッフバック

2 20cc 2 加熱式 1 制御 / 3m 6 リモート取り付け

2 制御 / 6m
3 制御 / 9m
4 制御 / 15m

ホースの直径

- 8
3/4 in. - 16 JIC

- 10
7/8 in. - 14 JIC

- 12
1-1/16 in. - 12 

JIC
- 16

1-5/16 in. - 12 JIC 3/8 インチ 1/2 インチ

ホ
ー

ス
の

長
さ

6 フィー

ト

無し 115875 無し 115884 109163 626720 
(1/2 in. x 5 ft)

10 
フィート

115873 115876 115880 115885 無し 215441

15 
フィート

無し 無し 無し 無し 109165/
685602*

511381*

取り付け金具

PGM インレッ

ト
(-16 SAE)

無し 無し 124238 
124235 (90°)

124239
124243 †

124236 (90°)

無し 無し

PGM アウト

レット
(3/4 in. npt)

124286 C20595 15M863 107127 124290 † 124289 †

バルブイン
レット

124287 C20768 107052 124288 158256 † 190451 †
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リモートディスペンスバルブ

固定ディスペンスバルブ

アクセサリー

部品 説明

243694 加熱ディスペンスバルブ

244951 耐久バルブ ™、
加熱式、1/2 in. npt オス出口

244909 耐久バルブ、加熱

部品 説明

244907 耐久バルブ、スナッフバック

部品 説明

24D824 自動 I/O ケーブル

24E654 リボンノズル・キット、
10 x 1.5 mm

24E655 ビーズノズル・キット、3 mm 径

24E575 Therm-O-Flow (P/N 98****) 用ダイ

ナミック・エアレギュレータ

25A055 Therm-O-Flow (P/N UH****) 用ダイ

ナミック・エアレギュレータ

24E607 ギアポンプ・シール、 6 cc

24E619 ギアポンプ・シール、 20 cc

24E677 O リングキット、6 cc

24E626 O リングキット、20 cc

24E678 加熱ネスト、パイロット

24E679 加熱ネスト、リボンまたはビーズ

16E242 ノズルヒーター・インサート

16E256 ポート付きノズルヒーター・イン
サート

124267 シールハウジング、6 cc

24E826 ギヤシャフト修理キット、6 cc

24E827 シールシャフト修理キット、 6 cc

124266 ポンプシールハウジング、20 cc

24E824 ギヤシャフト修理キット、20 cc

24E825 シールシャフト修理キット、 20 cc

124235 エルボー取り付け金具、90 度、

3/4 in. チューブ x 16 SAE

124236 エルボー取り付け金具、90 度、

1 in. チューブ x 16 SAE

124237 エルボー取り付け金具、90 度、
16SAEx 20 JIC

124238 アダプター取り付け金具、3/4 in. 
チューブ x 16 SAE

124239 アダプター取り付け金具、
1 in. チューブ x 16 SAE

124240 アダプター取り付け金具、
1-1/4 in. チューブ x 16 SAE

124241 アダプター取り付け金具、
16 SAE x 1 in. NPTF

124242 スイベル、16 SAE x 1 in. NPTF

124243 スイベル、16 SAE x 1 in. チューブ

124244 スイベル、1/2 NPTM x 10 JIC

124245 スイベル、1/2 NPTM x 1/2 NPTF

124286 アダプター取り付け金具、
3/4 NPTM x 8 JICM

124287 アダプター取り付け金具、
1/2 NPTM x 8 JICM

124288 アダプター取り付け金具、
1/2 NPTM x 16 JICM

124289 スイベル取り付け金具、
3/4 NPTM x 1/2 NPS

124290 スイベル取り付け金具、
3/4 NPTM x 3/8 NPS

部品 説明
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警告

次の警告は、この機器の設定、使用、接地、保守と修理に関するものです。感嘆符のシンボルは一般的な警告を行
い、危険シンボルは手順特有の危険性を知らせます。裏面でこれらの警告を参照してください。追加の、製品特有
の警告は、この取扱説明書の本文の中の対応する箇所に記載されています。

警告

感電の危険性 

この装置は、接地する必要があります。接地、設定またはシステムの使用方法が不適切だと、感電
する可能性があります。

• ケーブル接続を外したり、装置の修理を開始する前にメインスイッチの電源をオフにし、電源

を抜きます。

• 接地電源のみに接続してください。

• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域におけるすべ

ての法令に従ってください。

皮膚への噴射の危険性 

ホースの漏れ口や破損した構成部品から噴出する高圧の液体は、皮膚に穴を開けます。これはただ
の切り傷のように見えるかもしれませんが、体の一部の切断にもつながりかねない重傷の原因とな
ります。直ちに外科的処置を受けてください。

• ホースを使用する前に毎回、切り傷、ふくらみ、ねじれやその他の損傷がないか確認してくだ

さい。 

• ホースは運転状況に応じて、一定の間隔で、積極的に交換してください。

• 損傷のあるホースは直ちに交換してください。

• 装置を操作する前に、流体の流れるすべての接続箇所をよく締めてください。

• 漏れがない状態を保ってください。

• 液漏れを手、体、手袋、またはボロ巾等で止めたり、そらせたりしないでください。

• ホースの 高圧力または温度の定格を決して超えないようにしてください。

• 接液部品と適合性のある化学物質だけを使用してください。本書の技術データを参照してくだ

さい。MSDS および液体と溶剤の製造業者による推奨事項をお読みください。

• スプレーを中止する場合、または装置を清掃、点検、整備する前には、圧力開放手順に従って

ください。

火傷の危険性 

運転中、機器の表面や流体は加熱されて非常に高温になる可能性があります。重度の火傷を避ける
ためには :

• 熱い溶液や装置に触らないで下さい。



警告

334611N 7

火災及び爆発の危険性 

作業場 に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となることが

あります。火災と爆発を防止するために：

• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。

• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着火源 (
静電アークが発生する恐れのあるもの ) は取り除いて下さい。 

• 溶剤、ボロ布、ガソリンなどの不要な物は作業場に置かないでください。

• 可燃性ガスが存在するときに、電源コードの抜き差し、または電源または照明のスイッチの

ON/OFF はしないでください。

• 作業場にあるすべての装置を接地してください。 接地 の説明を参照してください。

• 接地したホース以外は使用しないでください。

• 容器中に向けて引き金を引く場合、ガンを接地した金属製ペール缶の縁にしっかりと当ててく

ださい。

• 静電気火花が生じたり、または感電した場合、 操作を直ちに停止してください。問題を特定し、解

決するまでは、装置を使用しないでください。

• 作業場には消火器を置いてください。

装置誤用の危険性 

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。

• 疲労状態、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。

• システム内で耐圧または耐熱定格が も低い部品の、 高使用圧力または 高使用温度を超え

ないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技術データを参照してください。

• 装置の接液部品に適合する液体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書の技

術データを参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。ご使用の材
料に関する完全な情報については、販売代理店または小売店より MSDS を取り寄せてください。

• 機器が通電中あるいは加圧中の場合は作業場を離れないでください。装置を使用していない場

合は、すべての装置の電源を切断し、 圧力開放手順 に従ってください。

• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損し

た部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせくださ

い。

• ホースとケーブルを、通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけないでく

だ
さい。

• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せないでください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。

• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。

警告
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有毒な液体又は蒸気の危険性 

有毒な流体や煙は目や皮膚にかかったり、吸込まれたり、飲み込まれたりすると、重傷や死に至る
恐れがあります。

• MSDS ( 材料安全データシート ) を参照して、使用している流体の危険性について認識してくださ

い。

• 有毒な流体は保管用として許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に従ってく

だ
さい。

作業者の安全保護具

目の怪我、聴力傷害、有毒な蒸気の吸入、および火傷などの重大な人身事故を避けるため、装置の
運転または整備を行うとき、または作業場にいるときには適切な保護具を着用する必要があります。
この装置は以下のものを含んでいますが、必ずしもこれに限定はされません :

• 保護めがねと耳栓。 

• 流体および溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服および手袋

警告
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概要

システム構成

代表的な加熱システムの設置

記号 :
AA * 制御センター ( ユーザー・インターフェース )
AB * ギアメーターアセンブリ

AC アプリケータ / ディスペンス・バルブ †
AD 自動モード

AE 自動化インターフェイスケーブル †
AF * ギアメーターケーブル

AG 加熱液供給システム

AH 液供給ホース

AJ ヒーター制御

AK 自動コントローラ

AL エア・フィルタ・アセンブリ

AM リモートディスペンスホース †
AN 加熱マニホールド

AO 動的レギュレーター †

* 同梱

† アクセサリ

図 1: 代表的な加熱システムの設置

AD

AC

AH
AB*

AF*

AA*

AE

AK

AM

AG

Air Supply
Drop Site

AN

Power

AL

AJ

AH

AH

AOAO

電力エア供給
ドロップサイト
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代表的な自然放熱システムの設置

記号 :
A * 制御センター ( ユーザインターフェース )
B * ギアメーターアセンブリ
C * アプリケータ / ディスペンスバルブ
D 自動ロボット
E 自動化インターフェイスケーブル †

F ギアメーターケーブル
G 液体供給システム
H 流体供給ホース
J 自動コントローラ
K エアフィルタアセンブリ

* 同梱

† アクセサリ

図 2: 代表的な自然放熱システムの設置

G

D

C*

F*

A*

E

H

J

エア供給
ドロップサイト

K

電力
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構成部品説明図

図 3

記号 :
1 ギアメーター
2 システムコントロールボックス
3 ユーザインターフェイスタッチ

ディスプレイ
4 外部コントロールインターフェイ

ス接続
5 電源入力

6 主電源スイッチ
7 緊急停止スイッチ
8 ポンプフォルト表示ライト
9 コントロール電源オン / オフボタン
10 ポンプレディライト
11 手動パージボタン
12 ディスペンスバルブ

1

2
3

4
5

12

6

7

8

9

10

11
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システム概要

PGM システム は、正確なビードコントロールによる

積極的な転換計測機能を提供します。コントロールは、
自動化シグナルを受け、正確で一貫した出力フローを
提供します。ギアメーターは、高粘度の材料で高流量
を実現できます。

コントロール電源オン / オフ

コントロール電源は、ギアメーターへ、ギアメーター
の回転を制御する信号を送る電源です。コントロール
電源がオフのとき、ギアメーターは回転できません。

ポンプレディライト

ポンプレディライトは、ポンプが自動モードでのディ
スペンスを行う準備ができているときに表示します。
手動モードが有効になっているとき、このライトはつ
きません。

ポンプフォルトライト

ポンプフォルトライトは、ポンプの不具合がアクティ
ブであるとき常に点灯します。 

手動パージボタン

手動パージボタンを押すと、噴射を開始します。

代表的な用途

• ソーラーパネル
• 周辺シール

• 乾燥剤

• エッジシール

• 自動車製造

• ウィンドウおよびドアの一般的アセンブリ

図 4: 制御センター寸法
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設置

据え付けの前に

• 設置中はすべてのシステムおよびコンポーネントの
説明書を手元に置きすぐに参照できるようにして下
さい。

• コンポーネントの条件については、コンポーネント
説明書を参照のこと本説明書に記載されているデー
タは PGM アセンブリにのみ適用されます。

• すべてのアクセサリーがシステム要件を満たす適当
なサイズであり、圧力評価されていることを確認し
て下さい。

• PGM 制御センターは、PGM 計測アセンブリとのみ

使用してください。

概要

PGM システムを据え付ける基本手順を以下に示しま

す。供給システムおよびディスペンスバルブの詳しい
情報については、別途のコンポーネント説明書を参照
してください。

設置手順

1. 制御センターを取り付けます。

2. 制御センターの接続および接地を行います。

3. ギアメーターアセンブリを取り付けます。

4. ギアメーターアセンブリを接地します。

5. 接地の連続性をチェックします。

6. ギアメーターとディスペンスバルブの間の液ライ
ンを接続します。リモート取り付けディスペンス
バルブについて、液体供給ラインおよびエア供給
をギアメーターに接続します。

7. ギアメーターアセンブリに使用されるエアドロ
ップサイトの近くのフィルタアセンブリに配管し
ます。

8. 各コンポーネントの説明書に従って、その他の液
およびエアラインを追加システムコンポーネント
に接続します。

9. ケーブルアセンブリを設置します。

注

PGM システムに損傷を与えないように、システム

は、少なくとも 2 人の人間で持ち上げ、移動または

切り離しを行ってください。システムは、1 人の人

間で持ち上げたり移動したりするには重過ぎます。
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制御センターの設置

取り付け

PGM 制御センターを取り付ける前に、以下の基準に適

合していることを確認してください。

• 機器の据付、整備および使用に適切なスペースを割
り当てられるよう、制御センター用の場所を選択し
ます。

• 目視を良好に保つには、ユーザーインターフェース
は床から 60-64 インチ (152-163 cm) 離れている必

要があります。

• 他のコンポーネントにケーブルを接続するため、制
御ユニット周囲が十分に整理されているか確認して
下さい。

• 適切な電源への容易なアクセス方法があることを確
認してください。米国電気工事規定により、制御セ
ンターの前に、0.91 m (3 フィート ) の空間が要求さ

れます。

• 電源スイッチへのアクセスが容易なことを確認して
ください。

• 取り付け表面が、制御センターのおよびこれに接続
されるケーブルの重量を支持できることを確認して
下さい。

13 mm (0.50 インチ ) 直径穴を通して、適切なサイズ

のボルトで制御センターを確実に固定してください。
以下の表、および 図 5 の取り付け直径を参照してくだ

さい。

制御センターアセンブリ測定サイズ

A 610 mm (24.0 インチ )

B 572 mm (22.5 インチ )

C 762 mm (30.0 インチ )

D 724 mm (28.5 インチ )

図 5: 制御センター寸法

A

B

C
D



設置

334611N 15

電気接続 ギアメーターアセンブリの設置

PGM 計測アセンブリを設置するには、以下の手順を行

います :

• ギアメーターアセンブリを取り付けます。

• ギアメーターアセンブリを接地します。

• ギアメーターアセンブリを制御センターに接続し
ます。

• 液ラインおよびケーブルを接続します。

取り付け

アセンブリの取り付け前

• 構成部品の要求項目についての具体的な情報は、構
成部品の取扱説明書を参照して下さい。ここで提示
されている情報は、PGM ギアメーターアセンブリ

にのみ関係します。

• 設置中はすべてのシステムおよびコンポーネントの
説明書を手元に置きすぐに参照できるようにしてく
ださい。

• すべてのアクセサリのサイズ、および圧力定格が適
切で、システムの要求を満たしていることを確認し
て下さい。

• グラコ PGM 制御センターと共に使用するのは、グ

ラコ PGM ギアメーターアセンブリのみにしてくだ

さい。

アセンブリの取り付け

1. ギアメーターアセンブリ用の場所を選定します。
以下の事項に注意してください :

• 装置を設置する十分なスペースを確保します。

• すべての液ライン、ケーブルおよびホースがコ

ンポーネントに容易に接続できる位置にあるこ
とを確認します。

• ギアメーターアセンブリで、オートメーション

ユニットが全軸に平行して自由に移動できるこ
とを確認します。

• ギアメーターアセンブリのコンポーネントが保

守作業を容易に行える場所にあることを確認し
ます。

接地、ケーブル接続、電源接続またはその他の電気
接続を行う前には、この「安全のための注意」に
従って下さい。

火災、爆発または感電の危険を減らすには、

• 制御センターは、電気的に大地に対し直アースを
とる必要があります。電気システム内の接地では
十分でない場合があります。

• 資格を有する電気工事士が、すべての接地および
配線工事を行う必要があります。

• 配線については、図 6 を参照してください。

ご使用の地域の「直大地アース」基準に関する法令
を確認して下さい。

注

電源および接地接続が正しくないと、装置が損傷する
可能性があります。この場合保証が無効になります。

図 6: 240 Vac 配線

L2L1 接地
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2. 取り付けプレートで、ギアメーターアセンブリを
オートメーションユニット ( またはその他の取り付

け表面 ) に取り付け、しっかり固定します。取り付

けプレートは、M10 x 1.5 のボルト穴に対応しま

す。プレートに使用するボルト長は 長で 19 mm 
(0.75 インチ ) です。表 4 および 図 7 に記載されて

いる取り付け寸法を参照してください。

表 4、ギアメーターアセンブリ測定サイズ

6 cc ポンプ 20 cc ポンプ

A 50.8 mm (2.00 インチ ) 76.2 mm (3.00 インチ )

B 127 mm (5.00 インチ ) 98.43 mm (3.875 インチ )

C 60.33 mm (2.375 インチ ) 58.75 mm (2.313 インチ )

D 適用なし 27.00 mm (1.063 インチ )

図 7: ギアメーターアセンブリ寸法

C
B

6 cc ポンプ 20 cc ポンプ

A

A D
C

B

6.0 mm 
(0.238 インチ ) 
直径

6.0 mm 
(0.238 インチ ) 
直径
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接地  

本書および個別のコンポーネント説明書の説明に従っ
てギアメーターアセンブリを接地します。確実な接地
が行えるようギアメーターアセンブリおよびコンポー
ネントが正しく設置されていることを確認してくださ
い。

エアおよび流体ホース

静電気を放電させるため、導電性ホースを使用するか、
またはアプリケータ / ディスペンスバルブを接地して

下さい。

ディスペンスバルブ

ディスペンスバルブ説明書の接地説明に従って下さい。

液ラインおよびエアラインの接続

エアおよび液ラインを接続するには、個別のコンポー
ネント説明書を参照のこと。以下の内容は一般的なガ
イドラインに過ぎません。

• PGM ギアメーターアセンブリは、オートメーショ

ンユニットに、または実際に役立つほどディスペン
スバルブに近い別の適切な場所に設置してくださ
い。

• リモート取り付けディスペンスバルブについて、ギ
アメーターアウトレットとディスペンスバルブの間
に液ラインを接続します。液ライン ( ホース ) が短

いほうが、液体システムの応答は良くなります。

• インレットのフィッティング一覧については、
4 ページを参照してください。

• エアは、清浄で乾燥し、0.41 ～ 0.68 MPa (4.14 ～

6.89 bar、60 ～ 100 psi) の間にある必要がありま

す。エアフィルタアセンブリ (234967) にエアを引

き込む前に、エアラインを洗浄します。エアドロッ
プサイトの近く (PGM の上流 ) でエアフィルタアセ

ンブリにエアを引き込みます。このラインにエアレ
ギュレーターを追加すると、より着実なディスペン
スバルブ応答時間が得られます。

• 1/4 インチ外径のエア供給ラインを、PGM エア供給

インレットのインレットポートに接続します。

注： システムのパフォーマンスを 大化するには、
ディスペンスホース長を用途の許す限り短くします。

注

電源および接地接続が正しくないと、装置が損傷する
可能性があります。この場合保証が無効になります。

注

注意してすべての流体およびエアラインの接続を行
います。過度の折り曲げ、 摩擦による圧迫および早

期磨耗を避けて下さい。ホースの取り扱い方は、
ホース寿命に直接影響します。

図 8: インレットフィッティング
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ケーブルアセンブリの設置

1. サーボモーター電源とフィードバックケーブルを
接続します。

2. 圧力トランスデューサケーブルを接続します。

3. ディスペンスバルブソレノイドケーブルを接続し
ます。

4. 加熱ケーブルが備わっている場合は、
Therm-O-Flow コントローラに接続します。

図 9: ケーブル設置略図

ti22239a

ユニットへのリモート取り付
けアンプは、15 m ケーブル

でのみ。
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システム設定

概要

PGM システムは、温度、フローまたは圧力変動の補正

を行います。しかし、供給システムにハードウェアの
変更またはディスペンス材料の変更があると、PGM シ
ステムを再度セットアップする必要があります。

供給システムに材料が充填された後に、セットアップ
画面を使用して PGM システムをセットアップします。

図 10 主要なコンフィグレーション手順は に示されて

います以下のサブセクションでは、セットアップの各
手順を完了するための指示が与えられます。これらの
手順が完了すると、モジュールは運転準備ができてい
ます。

注： 各ユーザインターフェイス画面の詳しい操作指示
については、付録 A – ユーザインターフェイス表示 
(83 ページ ) を参照してください。

図 10

システム設定

制御設定値の構成 ( ページ 20)

モード設定値の構成 ( ページ 20)

遅延設定値の構成 ( ページ 21)

圧力センサーの調整 ( ページ 21）

エラーの構成 ( ページ 22)

システムセットアップの終了



システム設定 

20 334611N

制御設定値の構成

ディスペンスソースの制御、ディスペンスコマンドの
送信方法、および自動モード設定値を設定します。 

1. ホーム画面から、セットアップアイコンを選択し

ます 。

注： セットアップ画面はパスワードで保護されていま
す。パスワード PGM10 を入力し、以下の画面にアク

セスします。

2. コマンド値ソースを押してドロップダウンリスト
を開き、表示またはリモートを選択します。

Enter を押し、選択内容を確定します。

3. コマンド値ソースがリモートに設定されている場
合、リモート 大流量 (cc/min) を 10 VDC コマン

ドソースについて入力します。

4. 実行モードビード調整を押してドロップダウンリ
ストを開き、有効化または無効化を選択します。

Enter を押し、選択内容を確定します。

5. ジョブ終了モードを押してドロップダウンリスト
を開き、表示またはリモートを選択します。

Enter を押し、選択内容を確定します。

6. ジョブ終了モードが表示と設定されている場合、
ジョブ終了遅延表示フィールドを押し、希望する

遅延時間を秒単位で入力します。Enter を

押し、確定します。

モード設定値の構成

ディスペンスモードを設定します ( ビードまたは噴射 )。
ビードスケールおよびプレチャージも、モード設定値
画面から調整できます。

注： 各機能の説明については、付録 A – ユーザイン

ターフェイス表示 (83 ページ ) を参照してください。 

1. システムがセットアップモードの状態で、

を押し、モード設定画面に進みます。 

2. モードを押してドロップダウンリストを開きます。

ビードまたは噴射を選択します。Enter を

押し、選択内容を確定します。

3. コマンド値ソースが表示と設定されている場合、 
固定コマンド流量を押してドロップダウンリスト
を開いた後、流量を (cc/min) 単位で入力します。

Enter を押し、確定します。コマンド値

ソースの値を設定するための指示については、
制御設定値の構成 を参照してください。

4. 噴射時間が表示されている場合、噴射時間 ( 秒 ) 
を押してドロップダウンリストを開きます。

Enter を押し、確定します。

注： 噴射時間は、ディスペンスモードが噴射に設定さ
れている場合にのみ表示されます。 

図 11 図 12
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遅延設定値の構成

ディスペンスバルブについて、オンおよびオフの遅延
時間 ( ミリ秒単位 ) を設定します。 

1. システムがセットアップモードの状態で、 を押

し、遅延設定画面に進みます。 

2. オン遅延フィールドを押し、希望する遅延設定
値をミリ秒単位で入力します。初期値は 0 ミリ秒

です。

3. オフ遅延時間フィールドを押し、希望する遅延設
定値をミリ秒単位で入力します。初期値は 0 ミリ

秒です。

圧力センサーの調整

圧力補正値および圧力限界値を設定します。

1. システムがセットアップモードの状態で、 を押

し 、圧力センサー画面に進みます。 

2. インレットおよびアウトレットの圧力について希
望する補正値を設定します。センサー上のすべて
の圧力を除去し、それから測定された読み取り値
が０になるように補正値を調整します。

注： 補正値は工場で設定されます。

3. インレットおよびアウトレットの 小および 大
の圧力限界値について希望する値を設定します。

注： システムが始動手順を経た後、これらの値を変更
する必要がある場合もあります。

図 13

図 14
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エラーの構成

圧力またはドライブトルクが設定された上限値および
下限値、またはその一方を超えた場合に発せられるエ
ラータイプ ( エラーまたは偏差 ) を設定します。各エ

ラータイプの目的についての情報は、 付録 A – ユーザイ

ンターフェイス表示 (83 ページ ) を参照してください。 

注： アラームがエラーと設定されている場合、アラー
ムが発生したとき機器は無効化されます。

1. システムがセットアップモードの状態で、 を押

し、エラー画面に進みます。

2. エラーリセットを押してドロップダウンリストを
開き、有効化または無効化を選択します。

3. インレット圧力を押してドロップダウンリストを
開き、エラーまたは偏差を選択します。

4. アウトレット圧力を押してドロップダウンリスト
を開き、エラーまたは偏差を選択します。

5. ドライブトルクを押してドロップダウンリストを
開き、エラーまたは偏差を選択します。

図 15
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操作

始動

初期スタートアップ

1. PGM 制御エンクロージャが設置され、制御エンク

ロージャに出入りするものとのすべての正しい接
続が実施されたことを確認します。フィッティン
グが締まっていることを確認します。

2. 本説明書の「運転およびユーザインターフェイス」
の章及び関連説明書の該当箇所を読んで内容を理
解してください。

3. 手順 2 ( 標準スタートアップ ) により、スタート

アップを続けます。

標準スタートアップ

1. システム全体に漏れまたは磨耗の兆候がないか注
意して点検します。システム運転前に磨耗または
漏れのあるコンポーネントを交換または修理しま
す。

2. 制御エンクロージャの停止ボタンを押します。

3. システムへのエアおよび電源供給をオンにします。

4. 主電源をオンにして PGM に電源を供給します。

5. インターフェイス信号のチェック : これが新規の設

置の場合、各システムの入力の電源を ON にして、

各入力が受信されていることを確認します。付録 
B - I/O(97 ページ ) を参照してください。

6. 加熱型システムに関しては、システムを加熱して
いる間に廃物コンテナ上のディスペンスバルブを
開きます。これにより、熱により膨張した液体や
気体による圧力の蓄積を防ぎます。

7. 材料供給システムをオンにします。

材料のロード

システムをご使用になる前に、マテリアルを供給シス
テムにロードする必要があります。

1. これが新規の設置の場合、初期スタートアップの
手順に従ってください。そうでない場合、標準ス
タートアップ手順に従ってください。 

2. PGM について、液体インレットブロックへの液体

供給圧力をオンにします。

3. 廃棄用容器の上にディスペンスバルブを配置しま
す。

4. 保守画面に進みます。 画面ナビゲーション図 、 83 
ページ、 付録 A – ユーザインターフェイス表示 セ
クション ) を参照してください。

5. 手動 (M) 制御モードを選択します 。

6. システムに注入するための 小流量を入力します。
以下の表を参照してください。

7. ディスペンスバルブアイコンを押下します 。

ディスペンスバルブからエアフリーのきれいな液
が出るまでディスペンスします。

注： ユーザインターフェイスパネルの手動パージボタ
ンを使用して、システムに注入できます。

8. そうしたい場合は、 を押しホーム画面に進ん

でください。

ポンプサイズ
 cc / 回転

小流量
 cc / 分

6 12
20 40
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保守モード操作

保守モードからの操作により、ユーザが を押す

と、ポンプはディスペンスを開始できます。ディスペ
ンスのパラメータおよび継続時間は、選択された制御
により異なります。 

システム操作の検証

自動制御 ( 通常操作 ) に切替える前に、保守モードを使

用して、手動で PGM システムコンポーネントの操作

をチェックします。 

注： 保守モードの状態にあるとき、以下の手順のどれ
かを行います。

インレット圧力の設定

インレット圧力の読み取り値は、2.1MPa (21bar、
300psi) ～ 10.3MPa (103bar、1500psi) の範囲内である

必要があります。推奨インレット圧力は、アウトレッ
ト圧力よりも 3.4 Mpa (34bar、500psi) 低いものである

必要があります。

供給システム説明書の手順に従ってインレット圧力を
設定してください。

フィードシステム圧力の降下

材料のフロー中、レギュレーターインレット圧力は減
少します。減少圧力量は、フィードポンプおよび PGM 
インレット間の喪失圧力量となります。 

高粘度液、長いライン長または直径の小さなラインサ
イズでの圧力減少は数百 bar ( 数千 psi) になることがあ

ります。これは、インレットでレギュレーターが必要
とするよりもかなり高いポンプ静圧設定であることを
意味しています。PGM インレットでの過度の静圧を避

けるため、エアモーター供給エアに対しては動的レ
ギュレーターを推奨します。ディスペンス中は、通常
のポンプレギュレーターがアクティブになっています。
失速状態の間、動的レギュレーターがアクティブにな
ります。 

ディスペンス重量の確認

1. 保守画面から、噴射モードを選択します。

2. 10 秒の噴射時間を入力します。

3. 希望の流量を入力します。

4. 低 5 噴射の重量を記録します。

5. 噴射重量が不安定である場合は、供給圧力を点検す
るか、流量を減らして噴射テストを繰り返します。

注： システムが適切に動作することを確実にするため、
定期的な重量点検を推奨します。

注

インレット圧力が極度に高い場合、ギアメーター
シールおよびポンプフィードシステムの磨耗が早
まります。
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較正

1. 始動の手順、23 ページを実行してください。シス

テムのコンポーネントすべてが希望する圧力と温
度になっていることを確認します。必要に応じて
調整します。 

2. 較正画面に進んでください。画面ナビゲーション
図、 83 ページ、 付録 A – ユーザインターフェイス表

示セクション ) を参照してください。

3. 校正の有効化ボタンを押します 。

4. 1 個の廃棄用容器を計りに乗せ、風袋を測定し

ます。

5. 容器をディスペンスチップの下に置きます。

6. 低速校正開始ボタンを押します 。

7. 容器を計りに乗せます。

8. ディスペンスした材料の重量を個々の重さで分割
し、ボリュームを判定します。 

9. ボリュームを低速校正実ボリューム入力ボックス

に入力します 。

10. 2 個目の廃棄用容器を計りに乗せ、風袋を測定し

ます。

11. 容器をディスペンスノズルの下に置きます。

12. 高速校正開始ボタンを押します 。

13. 容器を計りに乗せます。

14. ディスペンスした材料の重量を個々の重さで分割
し、ボリュームを判定します。 

15. ボリュームを高速校正実ボリューム入力ボックス

に入力します 。

16. 完了ボタンを押します 。

17. そうしたい場合は、 を押しメイン画面に進ん

でください。
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保守画面からのディスペンス

1. 保守画面に進みます。画面ナビゲーション図、 
83 ページ、 付録 A – ユーザインターフェイス表示

セクション ) を参照してください。

2. 手動 (M) 制御モードを選択します 。

3. モードのドロップダウンメニューから、ビードま
たは噴射モードを選択します。

液の手動ディスペンス

1.  を押して、バルブが開くことを確認します。

2. 材料をロードするかまたはディスペンスする必要

のある限り を押し続けます。押すのをやめる

と、ディスペンスが終わります。

3. そうしたい場合は、 を押しホーム画面に進ん

でください。
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自動制御 ( 通常 ) 操作

自動制御 ( 通常操作 ) 中は、PGM は、オートメーショ

ンユニットからコマンドを受け取ると自動的にディス
ペンスを行います。 

注： 付録 B - I/O 、 97 ページを参照してください。

自動モードに入るには、自動 (A) 制御モード

を選択します。

代表的な自動化サイクル

システムが動作するには、自動モードになっている必
要があります。サイクルが始まる前に、ロボット出力
には以下の値が必要です。

• 作業完了 :0

• ディスペンストリガー :0

代表的なサイクルは、以下のディスペンスシーケンス
から構成されています。

1. ロボットが、ディスペンサーレディ信号がオン ( 高
) に設定されているかをチェックします。オンであ

れば、サイクルが開始します。

2. コマンドソースがリモートに設定されている場合
は、ロボットは 0 ～ 10 VDC 流量信号を送信し

ます。 

注： セットアップ画面 1 についての情報を、付録 A – 
ユーザインターフェイス表示 セクション (83 ページか

ら ) で確認してください。

3. ロボットが、ディスペンストリガーをオンにします。

4. PGM が、インサイクルをオンにします。

5. ロボットがディスペンストリガーを消します。

6. ジョブ完了がリモートに設定されている場合は、
ロボットがジョブ完了をオンにします。

7. ロボットは、次のサイクルが始まる前に、ジョブ
完了を消します。

注： 偏差アラームの場合、ディスペンスレディ信号は
アラーム信号とともにオン状態のまま残ります。エ
ラーアラームの場合、ディスペンスレディ信号は消え、
アラーム信号はオン状態のまま残ります。



圧力解放手順 

28 334611N

圧力解放手順

1. PGM インレットブロックへの液体供給をシャット

オフします。

2. 備わっていれば、フィルタの下にある液ドレーン
バルブの下に廃棄用容器を置きます。

3. ディスペンスバルブの下に廃棄用容器を置きます。

4. 各液体フィルタ部分にあるドレーンバルブをゆっ
くりと開き、液圧力を開放します。圧力ゲージが
ゼロになったらバルブを閉めます

5. 保守画面に進みます。画面ナビゲーション図 (83 
ページ、付録 A – ユーザインターフェイス表示セ

クション ) を参照してください。

6. 以下の手順を実行して、低フローのディスペンス
を行います。

a. モードのドロップダウンメニューから、ビード

モードを選択します。

b. 使用するシステムについての 小流量を入力し

ます。たとえば、ギアメーターのサイズに応じ

て、12 cc/ 分や 40 cc/ 分のように入力します。

c.  またはパージボタンをコントロールエン

クロージャ上で押し、低フローのディスペンス

を開始します。

d. PGM のインレット圧力がゼロに近くなるまで

ディスペンスを続けます。

e. インレットブロックの後ろ側に取り付けられた

プラグを目視で見つけます。

f. プラグの下に容器を置き、プラグをゆっくりと

外して残っているインレット圧力を開放します。

7. 保守モードで、ディスペンスバルブコントロール

を開くモード を選択します。これに

よってディスペンスバルブが開きます。液流が停
止するまで手動のディスペンスボタンを押します。
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8. ディスペンス装置を制御センターから作動させる
ことができない場合は、図 16 を参照して、以下の

手順を実行し、ディスペンスバルブを開いて液圧
力を開放します。

a. ソレノイドのプランジャを手動で作動させ、

ディスペンスバルブを開いて液圧力を開放しま

す。図 16 を参照してください。

b. 次のステップに進む前に、ニードルとディスペ

ンスバルブ間のシステムから全圧力がパージさ

れるまでプランジャを作動させ続けます。

9. 液供給システムへの電源およびエアの供給を
シャットオフします。

図 16: ディスペンスバルブエアソレノイド

ディスペンスバ
ルブエアソレノ
イド

以上の手順を実行したにもかかわらずバルブ、ホー
スまたはディスペンスノズルが詰まっているかまた
は圧力が完全に開放されていないと考えられる場合、
ディスペンスチップを慎重にゆっくりと取り外し、
オリフィスを清掃してから圧力開放を続けます。

以上の方法でもまだ詰まりが取れない場合、 ホース終

端継手を慎重にゆっくりと緩め、徐々に圧力を開放
した後、継手を完全に緩めます。バルブまたはホー
スを清掃します。詰まりが取り除かれるまでシステ
ムを加圧しないで下さい
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遮断

1. 停止ボタンを押します。 図 17 を参照。

2. ギアメーター / メーターへの材料供給をシャットオ

フします。

3. PGM への加熱をシャットオフします。関連する取

扱説明書のセクションについては、Therm-O-Flow 
説明書、アクセサリ加熱コントロールを参照して
ください。

4. 加熱型システムに関しては、システムを冷却して
いる間に廃物コンテナ上のディスペンスバルブを
開きます。これにより、熱により膨張した液体や
気体による圧力の蓄積を防ぎます。

5. 液供給システムへの電源およびエアの供給を
シャットオフします。

6. 主電源をオフにします。

図 17: 停止ボタン
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トラブルシューティング

注： システムを分解する前に、以下のチャート中にあ
るすべての可能な解決法をチェックするようにして下
さい。

より詳しいトラブルシューティングについては、供給
システム説明書を参照してください。関連する説明書 
(3 ページ ) を参照してください。エラーコードおよび

トラブルシューティング、ページ 33 も参照してくだ

さい。

PGM 液体アセンブリ
問題 原因 解決法

インレット圧力がない 供給システムにエア圧力がない 供給システム圧力を確認します

供給システムに漏れがある 供給ラインおよび接続を点検します

制御に不正な信号が送信されて
いる

インレット圧力センサー出力を点検
します。出力がゼロ圧力に対応して
いることを確認します。センサまた
はアンプ、または両方を交換します

PGM ドライブシャフトに漏れが

ある

ドライブシャフトのシールを交換し
ます

アウトレット圧力がない ディスペンスモーターが回転し
ていない

説明書のエラーコードのセクション
を参照します。電源を入れ直し、ス
タートアップを実行します

ディスペンスのオフ遅延の設定
が長すぎる

セットアップ画面で、ディスペンス
バルブ遅延設定を確認します

ディスペンスバルブソレノイド
が詰まって開いている

ディスペンスバルブの機能を確認し
ます

制御に不正な信号が送信されて
いる

アウトレット圧力センサ出力を点検
します。出力がゼロ圧力に対応して
いることを確認します。センサまた
はアンプまたは両方を交換します。

高アウトレット圧力 ディスペンスチップがブロック
されている

ディスペンスチップを交換します

流量が用途に対して高すぎる 流量を下げます

ディスペンスのオン遅延の設定
時間が長すぎる

セットアップ画面で、ディスペンス
バルブ遅延設定を確認します

ディスペンスバルブソレノイド
が詰まってクローズしている

ディスペンスバルブの機能を確認し
ます

ディスペンスパターンが軽すぎる 供給圧力が低すぎる 流量に必要なインレット圧力を確認
します

流量が用途に対して高すぎる ディスペンス重量確認を行います。
較正 手順 (25 ページ ) を参照してく

ださい。流量を下げて、繰り返して
ください。
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ディスペンス・バルブ

測定されたフローがコマンドに一
致しない

供給圧力が低すぎる 流量に必要なインレット圧力を確認
します

流量が用途に対して高すぎる ディスペンス重量確認を行います。
較正 手順 (25 ページ ) を参照してく

ださい。流量を下げて、繰り返して
ください。

ギアメーターが校正されていない 校正を行います。重量確認を行いま
す。較正手順 (25 ページ ) を参照し

てください。

ギアメーターが磨耗または損傷
している

重量確認を行います。較正手順 (25 
ページ ) を参照してください。重量

が反復できない場合は、ギアメー
ターを修理または交換します。

問題 原因 解決法

バルブが開かない ポートを開くエアが入って来てい
ない

エア圧力ソレノイドを確認します

オートメーションユニットからの
ディスペンストリガー信号がない

オートメーションユニットからの
入力を点検します

バルブがシャットオフできない ポートを閉じるエアが入って来て
いない (AutoPlus バルブを除く )

ソレノイド用エア圧力を確認しま
す

ソレノイドの動作を確認します

エアライン経路および接続を確認
します

オートメーションユニットからの
ディスペンストリガー信号がオン
になっている

オートメーションユニットからの
入力を点検します

オープン / クローズ動作が遅い エア圧力が低い エア圧力が 0.4 MPa (4 bar、60 psi)
以上であることを確認します。

ニードル / シートが磨耗している バルブを再構成します。 ニードル /
シートを交換します

加圧されたマテリアルがバルブを通
過し、シャットオフを妨げている

動作圧力を減少させます

ノズル長さを短くします

ノズル開口部のサイズを大きくし
ます

バルブの背後からマテリアルが漏
れる

シャフトシールが磨耗している バルブを再構成します。シールを
交換します

ディスペンスバルブからエアが漏
れる

エア接続が緩んでいる エア接続を確認します。必要に応
じて締めます

ピストン o- リングが磨耗している バルブを再構成します。ピストン 
o- リングを交換します
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エラー

表示エラー 
エラーはホーム画面またはアラーム表示画面から確認
できます。

エラーには、警告、偏差、勧告の三レベルがあります。
アラームは、重大な問題があり、直ちに是正が必要で
あり、したがってシステムは自動的に停止します。偏
差表示は、重要な問題があり、注意する必要がありま
すが、直ちには対応を要しません。勧告は、重大な問
題ではありませんが、注意が必要です。

注： 

• エラーは、ディスペンサレディ信号を LOW にし

ます。

• 勧告および偏差表示は、ディスペンサーレディ信号
を LOW に設定 しません。

エラーの診断

有効なエラーコード、考えられる原因および処置は、
エラーコードおよびトラブルシューティングを参照し
てください。

エラーのクリアおよび制御ユニッ
トのリセット

アラーム表示画面から、 を押して、コントロールユ

ニット再起動の前にエラーをクリアします。

注： エラーの構成セクション (22 ページ ) を参照して

ください。

エラーコードおよびトラブルシューティング

アラーム表示画面へ
のアクセス

エラーメッセージ

エラー
番号 エラー名 エラー詳細

エラーの
種類 原因 解決法

PGM コントロールのエラー

1 コントロール電源オ
フ

コントロールの電
源が消されている

勧告 停止ボタンまたは 
E- 停止

コントロール電源ボ
タンを押します

2 インレット圧力偏差 インレット材料圧
力が限界値内に
ない

偏差 供給圧の設定値が高
すぎるか低すぎる。
限界値が正しく設定
されていない

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の供
給圧を確認します。

3 インレット高圧エ
ラー

インレット材料圧
力が上限値を上
回っている

アラーム 供給圧が高過ぎる。
限界値が正しく設定
されていない。

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の供
給圧を確認します。



エラー 

34 334611N

4 インレット低圧エ
ラー

インレット材料圧
力が下限値を下
回っている

アラーム 液圧が低過ぎる。限
界値が正しく設定さ
れていない。

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の供
給圧を確認します。

5 アウトレット圧力
偏差

アウトレット材料
圧力が限界値内に
ない

偏差 戻り圧力が高すぎる
か低すぎる。限界値
が正しく設定されて
いない

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の出
口圧を確認します。

6 アウトレット高圧エ
ラー

アウトレット材料
圧力が上限値を上
回っている

アラーム 戻り圧力が高過ぎ
る。限界値が正しく
設定されていない

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の出
口圧を確認します。

7 アウトレット低圧エ
ラー

アウトレット材料
圧力が下限値を下
回っている

アラーム アウトレット圧力が
低過ぎる。限界値が
正しく設定されてい
ない。

設定画面 5 で圧力限

界を確認します。
ディスペンス中の出
口圧を確認します。

8 インレット 大圧力
フォルト – 圧力開放

および電源入れ直し

インレット材料圧
力が 大定格圧力
を上回っている

アラーム 供給システム圧力の
設定値が高すぎる。
圧力センサーが損傷
している。

圧力開放手順を実行
してください。イン
レット供給圧を変更
します。電源を入れ
直し、圧力センサー
が正しく動作してい
ることを確認します。

9 アウトレット 大圧
力フォルト – 圧力開

放および電源入れ直
し

アウトレット材料
圧力が 大定格圧
力を上回っている

アラーム ディスペンスバルブ
が動作していない。
流量が高過ぎる。材
料が温度に達してい
ない

圧力開放手順を実行
します。電源を入れ
直します。ディスペ
ンスバルブの機能を
確認します。重量点
検確認を行います。
流量を下げます

10 ドライブトルク偏差 モーターが連続定
格トルクを超過し
ている

偏差 流量が高過ぎる。
ディスペンスバルブ
が開いていない。材
料が温度に達してい
ない

流量を下げます。ア
ウトレット圧力ド
ロップを下げます。
材料温度を確認しま
す

11 ドライブトルクエ
ラー

モーターが連続定
格トルクを超過し
ている

アラーム 流量が高過ぎる。
ディスペンスバルブ
が開いていない。材
料が温度に達してい
ない

流量を下げます。ア
ウトレット圧力ド
ロップを下げます。
材料温度を確認し
ます

12 ドライブピークトル
クエラー – ドライブ

無効、電源入れ直し

モーターがピーク
トルク定格を超過
している

アラーム 流量が高過ぎる。
ディスペンスバルブ
が開いていない。材
料が温度に達してい
ない

電源を入れ直します。
流量を下げます。アウ
トレット圧力ドロップ
を下げます。材料温度
を確認します。

エラー
番号 エラー名 エラー詳細

エラーの
種類 原因 解決法
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13 プレチャージタイム
アウト

ディスペンス後、
プレチャージ圧力
に到達しなかった

勧告 プレチャージ値が正
しく設定されてい
ない

プレチャージ値をゼ
ロに設定します。ア
ウトレット圧力をモ
ニターします。プレ
チャージ圧力を調整
します

14 高圧インターロック
がオフ

圧力限界値がバイ
パスされている

勧告 圧力センサーが無効
になっている

グラコのカスタマー
サービスに連絡して
ください

15 ディスペンスバルブ
が開いている ( 自動

デフォルト )

ディスペンスバル
ブが開いている

勧告 ディスペンスバルブ
オープンボタンが選
択されている

保守画面からディス
ペンスバルブ自動を
選択します

16 校正が有効
校正手順の完了

校正モードが有効
になっている

勧告 校正画面から校正の
有効化が選択されて
いる

校正手順を完了します

17 ドライブのフォルト、
電源入れ直し

モータードライ
ブが無効になって
いる

アラーム さまざまの状態 電源を入れ直す、
ディスペンス中の
モータートルクを確
認する

18 校正値が範囲外 校正値が範囲外に
あるか、または流
量が現在の K ファ

クターに対して低
すぎる

勧告 校正が不適切、流量
が低すぎる、または
ポンプの磨耗

校正手順を実行し
ます

エラー
番号 エラー名 エラー詳細

エラーの
種類 原因 解決法
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保守

保守手順を実行する前に、圧力解放手順 (28 ページ ) 
に従ってください。

保守スケジュール

以下の表には、本製品を安全に操作するための、推奨する保守手順および頻度が記載されています。保守は、機械
系統の作業と電気系統の作業に分割されます。保守は、このスケジュール通りに、熟練した人員に行わせ、本製品
の安全性および信頼性を確実にする必要があります。

機械関連

電気関連

   * メンテナンスに関する詳細情報については、構成部品の説明書を確認してください。

操作者 保守要員

作業 毎日 毎週 毎月 3-6ヶ月ま

たは
125,000 
サイクル

18-24ヶ月

または
500,000 
サイクル

36-48ヶ月

または
1,000,000 
サイクル

必要に応
じて実施

システムからの漏れの調査 ✓

運転後の液の減圧 ✓

運転後のシステム冷却 ✓

フィルタ (234967) ボウルおよ

びドレインの点検

✓

ホース磨耗の点検 ✓

液接続部の点検 / 締め ✓

エア接続部の点検 / 締め ✓

ディスペンスバルブの潤滑 * ✓

ギアメーターのシールの交換 ✓

ディスペンスバルブの再構成 * ✓

エアフィルタの交換 ✓

ソレノイドの交換 ✓

ギアメータードライブシャフ
トの交換

✓

ギアヘッドの交換 ✓

* 保守に関する詳細情報については、構成部品の説明書を確認してください。

作業 毎週

ケーブル磨耗の点検 ✓

ケーブル接続の確認 ✓

「システム停止」ボタンの動作確認 ✓
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修理

注： 部品参照番号を特定するには、部品セクション 
(50 ページから ) を参照してください。

ギアメーターアセンブリ

この章では、ギアメーターアセンブリのコンポーネン
トの取り外しおよび交換方法を説明します。

ギアメーターアセンブリの修理の準備

1. 圧力解放手順、ページ 28 を実行してください。

2. コントロールボックスで主電源を切断します。

3. 加熱コントロールに電力供給があれば、それを除
去します。

4. サーボ電源ケーブルおよびサーボフィードバック
ケーブルを取り外します。ギアメーターアセンブ
リ部品を確認します。部品セクション (50 ページか

ら ) を参照してください。

5. 加熱ケーブルを取り外します。

6. 圧力トランスデューサケーブルおよびディスペン
スバルブケーブルを取り外します。

7. ソレノイドから供給エア圧力を除去します。

8. フロントガードを取り外します。

9. 必要であれば、材料ホースを取り外します。

サーボモーターまたはギアヘッドを交換し
ます。

サーボモーターまたはギアヘッドを交換するには、
以下の手順を行う必要があります。

サーボモーターおよびギアヘッドを取り外す

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. 支持ガセットを取り外します (9, 1106)。

3. ボルト (1, 1103) が上部取り付けプレート (8, 1105) 
と縦取り付けプレート (10, 1107) を接続している

のを、取り外します。

4. サーボモーター、ギアヘッド、および上部プレー
トを取り外します。継手 (303, 1203) が別々になり

ます。

5. 継手半分を取り外す

6. ギアヘッドへのプレートを取り付けている 4 ネジ

(3, 1110) を取り外します。

7. ギアヘッドの継手カバー (302a, 1202a) を取り外し

ます。

8. ギアヘッドシャフトのギアヘッド継手を緩めます。

9. サーボモーターをギアヘッドに接続している 4 ボ
ルトを取り外します。

10. サーボモーターをギアヘッドから取り外します。

図 18
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サーボモーターまたはギアヘッドの取り付け

1. モーターシャフトからキーを取り外します。

2. ギアヘッドのブッシングをドライブの継手に滑り
込ませ、ドライヴの継手およびブッシングのス
ロットを位置合わせします。 図 19 を参照。

3. ドライブの継手を回し、アクセス穴でクランピン
グボルトと位置を合わせます。

4. モーターを作業面の上に、モーターシャフトが
まっすぐ上を向いた状態で置き、ギアヘッドを取
り付けます。他の方向にギアヘッドを取り付ける
と、通常、位置が合わずに過度の音が発生するよ
うになります。

5. ドライブ継手をあらかじめ 0.4 N•m (4 in-lb) のトル

クで締めます。

6. ギアヘッドを、付属の固定具を使用して、モー
ターにボルトで締めます。

7. 後にドライブ継手を 8.5 N•m (76 in-lb) のトルクで

締めます。3 段階で、毎回トルクを強めていきます。

8. ギアヘッドアウトプットシャフトへの継手をドラ
イブがフレームの中に取り付けられるまで締め付
けないでください。

注： サーボモーターの方向を、モーター接続が材料イ
ンレットホースの邪魔とならないように定めます。

9. ガセットをショルダーボルトで取り付けます
(5, 1104)。

継手の取り外し

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. 支持ガセットを取り外します (9, 1106)。

3. ボルト (1, 1103) が上部取り付けプレート (8, 1105) 
と縦取り付けプレート (10, 1107) を接続している

のを、取り外します。

4. サーボモーター、ギアヘッド、および上部プレー
トを取り外します。

注

サーボモーターを取り扱うときは、損傷しないよ
う注意を払ってください。損傷の原因となる恐れ
のあるツールは使用しないでください。

図 19

SEE DETAIL  A

DETAIL  A
SCALE  3/2
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5. 継手のそれぞれの側のクランピングボルトを緩め、
継手を取り外します。

注： 継手の取り外し中に、ポンプシャフトキーが落ち
ることがあります。ポンプシャフトキーを、継手が外
されるまでは固定しておきます。

継手の取り付け

1. 継手をギアヘッドアウトプットシャフトの上にス
ライドさせます。継手を、その位置を保つのに必
要なだけ締め付けます。

2. ポンプシャフトキーの位置を合わせ、継手をポン
プシャフトの上にスライドさせます。継手を、そ
の位置を保つのに必要なだけ締め付けます。

3. サーボモーター、ギアヘッド、および上部プレー
トをポンプアセンブリに取り付けます。図 20 を

参照。

4. ドライブ継手をスライドさせ、ポンプとギアヘッ
ドの間で等しい間隔となるようにします。継手の
両側が、それぞれシャフト上を容易にスライドで
きる必要があります。継手が自由にスライドしな
い場合は、ポンプボルト (103, 1303) を緩め、継手

が自由に動くようになるまでポンプの位置合わせ
をします。ポンプをポンプブロックへ、
430-480in-lb (48.58-54.23 N•m) まで締めます。

5. 適切なギャップができるまで継手を離してくだ
さい。図 21. 以下の表を参照してください。

6. 継手ボルトを、以下のトルクで締めます。

7. ガセットをショルダーボルトで取り付けます
(5, 1104)。

図 20

ポンプサイズ
 cc / 回転 ギャップ (mm)

6 18
20 20

図 21

ポンプサイズ
 cc / 回転

トルク、
in-lb (N•m)

6 15 (132)
20 35 (309)

ギャップ
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ディスペンスバルブの取り外し

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. ソレノイドを手動で作動させ、圧力が取り除かれ
ていることを確認します。 

3. エア供給がオフになっていることを確認します。

4. ディスペンスバルブからエアラインを取り外します。

5. 4 つのディスペンスバルブ取り付けボルトを外し

て、ディスペンスバルブを取り外します。

注： リモート取り付けディスペンスバルブについては、
ディスペンスバルブのインレットブロックの供給ホー
スを取り外します。

6. ディスペンスバルブ修理の指示すべてを見るには、
ディスペンスバルブ説明書を参照してください。
関連する説明書、3 ページを参照してください。

ディスペンスバルブの取り付け

1. 直接取り付けのディスペンスバルブについては、
必要に応じて O リング (409) を取り外します。

2. ディスペンスバルブをフロントブロック上の取り
付けピンと位置合わせします。

3. 4 つの取り付けボルト (408) を取り付け、

50-60in-lb (5.6-6.7 N•m) のトルクで締めます。

4. 空気ラインを再接続します。

5. ソレノイドにエアを適用します。

6. 手動でソレノイドを往復運転します。図 22 を参照

してください。ソレノイドを低下時にディスペン
スバルブが開いていることを確認します。

ソレノイドの交換

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. ソレノイドケーブルを外します。対になったネジ
(405) をガセットから取り外します。

3. ディスペンスバルブ ソレノイド (410) を取り外し

て、新しいソレノイドと交換します。

4. ソレノイドケーブルを再接続します。

ギアメーター O リングの交換

O リングキットについて、部品 セクション (50 ページ

から ) を参照してください。

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. ポンプブロックショルダーボルト (4, 1102) を取り

外します。 図 23 を参照。 
図 22: ディスペンスバルブエアソレノイド

ディスペンスバ
ルブエアソレノ
イド

注

ポンプのセクションは、落下の損傷を避けるため
十分に支持する必要があります。ギアメーターア
センブリは、保守作業を行うさいは作業台に置く
ことを推奨します。
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3. ドライブアセンブリを取り外します。図 23 を参照。 

4. ディスペンスバルブの取り外し の手順を実行し

ます。

5. 4 つのボルト (407) を緩め、フロントブロック

(412) を取り外します。

6. 4 つのボルトを緩め、インレットブロック (110, 
1302) を取り外します。

7. ポンプボルトを緩め (3, 1303)、ポンプ (108, 1309) 
を取り外します。

8. フロントブロックの O リング (105, 1305) を交換し

ます。

9. フロントブロック (412) をポンプブロック (109, 
1308) の上に取り付けます。

10. インレットブロックの O リング (107, 1306) を交換

します。

11. インレットブロック (102, 1302) をポンプブロック

の上に取り付けます。

12. ポンプブロックの O リング (106, 104; 1304) を交

換します。 図 24 を参照。 

13. ポンプ (109, 1308) をポンプブロックの上に配置し

ます。ボルト (103, 1303) をきつく取り付けます。

14. ドライブアセンブリをポンプアセンブリの上に置
きます。

15. ポンプブロック取り付けショルダーボルトをフ
レームに固定します (4, 1102)。

16. ポンプボルト (103, 1303) を必要に応じて緩め、

継手の位置が合っているようにします。

17. ポンプボルトを 430 in-lb (48.58 N•m) まで締め

ます。

18. 液圧および電源を適用する前に、すべての電気接
続および液体接続部分を交換します。

図 23

4, 1102

図 24

*107, 1306
105,

1305*

102, 1302

104, 1304

* O リングキット 24E626 に付属していま

103,
1303

106, 
1304

109, 
1308

412

407

108, 
1309
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PGM-6 ポンプ修理

図 25: PGM-6

1614

1611

1612†◆★

1611

1612†◆★

1613

1601

1602

1607★

1608★

1615◆★

1605◆★

1609◆★

1604★

1606★

1603

1610

† キット 24E607 に部品が含まれます。

◆ キット 24E827 に部品が含まれます。

★ キット 24E826 に部品が含まれます。

(P/N:125657)

(P/N:125656)
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PGM-6 ポンプの分解

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. ギアポンプ修理の特別な注意事項については、ギ
アポンプメンテナンスガイド (48 ページ ) を参照し

てください。

3. 4 つのポンプブロックショルダーボルト (1102) を
取り外します。 

4. ドライブアセンブリを取り外します。図 23 を参照。 

5. シールリテーナー固定具 (1614) および (1611) シー

ルリテーナーを取り外します。

6. ポンプドエルピン (1610) を、軸プレスを使用して

取り外します。

7. ポンププレートネジ (1613) を取り外します。

8. ポンプの前面プレート (1601)、ギアケース (1602)、
および背面プレート (1603) を別々にします。

注： ポンププレートの刻み目を利用して、プレートを
別々にすることができます。

9. ドライブシャフト (1605) を下部プレート (1603) か
ら取り外すには、シャフトとギアを下部ポンププ
レートから継手の端のほうへ向けて押します。

10. ドライブギア (1607) をドライブシャフト (1605) か
ら取り外すには、ドライブギアを下部の端で支え、
シャフトをギアを通じて上から、または継手の端
から押すようにします。ドライブキーのための空
間を残しておくようにします。

11. ドライブギア (1608) のスタッド (1606) は、背面プ

レート (1603) にプレスばめとなっており、磨耗が

なければ取り外す必要はありません。

12. 再組立て前に、すべてのコンポーネントを十分き
れいにします。超音波クリーナーの使用を推奨し
ます。 

注

ポンプのセクションは、落下の損傷を避けるため
十分に支持する必要があります。ギアメーターア
センブリは、保守作業を行うさいは作業台に置く
ことを推奨します。

注

より粘り気のある材料は、分解前に熱を輸送する
ことがあります。ポンプを熱の衝撃にさらさない
でください。温度を 大 100°C (180°F)/ 時まで上

昇させます。204°C (400°F) を超えないようにして

ください。ポンプを徐々に、室温まで冷まします。

注

ドエルピンを取り外すのにハンマーを使用しない
でください。ポンプを損傷する原因となります。

注

PGM ポンプ設計は、パフォーマンスとシールのた

め、コンポーネント間でラップばめとなっていま
す。ギア (1607, 1608) を落としたり、ポンププ

レート (1601, 1603) の対になる表面やギアケース 
(1602) を損傷したりすることのないよう注意して

ください。損傷を避けるため、ギアの取り外しに
ペンチやスクリュードライバーを使用しないでく
ださい。 
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PGM-6 ポンプアセンブリ

1. 背面プレート (1603) をテーブルに、内面上向きに

配置します。

2. ドライブギア (1608) を、そのスタッド (1606) に配

置します。 

3. ギアケース (1602) を、背面プレート (1603) 上に配

置します。ドエルピン穴の方向を点検し、背面プ
レートの穴と合っていることを確認します。

4. ドライブギア (1607) をドライブシャフト (1605) 上
にスライドさせます。シャフトキー (1609) が正し

く取り付けられていることを確認してください。

5. ドライブギア (1607) およびドライブシャフト 
(1605) を背面プレート (1603) へ取り付けます。

6. 上部プレート (1601) をドライブシャフト (1605) の
上方に位置するようにし、ギアケースの上に配置
します (1602)。

7. ギアを数度回し、自由に回転できるよう確認し
ます。

8. ドエルピン (1610) を挿入し、ギアを数度回して、

自由に回転できるよう確認します。

注： ドエルピンはプレスばめではなく、必要に応じて
プラスチックハンマーを使用して取り付けます。

9. ポンププレートネジを取り付け (1613)、85-105 
in-lb (9.6-11.8 N•m) で締めます。

10. ギアを数度回し、自由に回転できるよう確認し
ます。

11. 耐熱性、非蒸発性潤滑剤をドライブシャフトの
シール部分に適用します (1605)。

12. 新しいシール (1612) を取り付けます。 図 26 および 
図 27 を参照してください。

13. シールリテーナー (1611) およびシールリテーナー

ネジ (1614) を取り付けます。ネジを 85-105 in-lb 
(9.6-11.8 N•m) で締めます。

14. ポンプシャフトキーの位置を合わせ、継手をポン
プシャフトの上にスライドさせます。継手を、そ
の位置を保つのに必要なだけ締め付けます。

15. サーボモーター、ギアヘッド、および上部プレート
をポンプアセンブリに取り付けます。図 20 を参照。

16. 適切なギャップができるまで継手を離してくだ
さい。 図 21 を参照。

17. ポンプブロック取り付けショルダーボルトをフ
レームに固定します (1102)。

18. 液圧および電源を適用する前に、すべての電気接
続および液体接続部分を交換します。

注

コンポーネントをハンマーで打ったり、無理やり
一緒に合わせたりしないでください。損傷が生じ
る恐れがあります。適切に洗浄し位置を合わせた
ら、部品は定位置に収まります。組立て中は、適
合性のあるオイルを使用することを推奨します。

図 26: シールの場所

図 27: シールの方向

1515,
1614

1512,
1611

*1513,
1612

ポンプ本体
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PGM-20 ポンプ修理

図 28: PGM-20

1515

1512

1513†◆★
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1508◆★

1516◆★

1514

1509

1501

1502

1506★

1503

1507★

1505★

† キット 24E619 に部品が含まれます。

◆ キット 24E825 に部品が含まれます。

★ キット 24E824 に部品が含まれます。

(P/N:125655)

(P/N:125654)
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PGM-20 ポンプの分解

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。 

2. ギアポンプ修理の特別な注意事項については、
ギアポンプメンテナンスガイド (48 ページ ) を参

照してください。

3. 6 つのポンプブロックショルダーボルト (4) を取り

外します。 

4. ドライブアセンブリを取り外します。図 23 を参照。 

5. シールリテーナー固定具 (1515)、スペーサー 
(1510) および (1511) を取り外します。

6. ポンプドエル (1509) を、軸プレスを使用して取り

外します。 

7. ポンププレートネジ (1514) を取り外します。

8. ポンプの前面プレート (1501)、ギアケース (1502)、
および背面プレート (1503) を別々にします。

注： ポンププレートの刻み目を利用して、プレートを
別々にすることができます。

9. ドライブシャフト (1504) をドライブギア (1506) か
ら取り外すには、フラットスペーサー 3 mm (1/8 

インチ ) 厚さが必要となります。これによって、

ドライブシャフトキー (1508) および上面プレート 
(1501) のための空間が確保されます。

10. ポンプ上部プレート (1501) を支え、ドライブシ

ャフト (1504) をドライブギア (1506) を通じて押し

ます。ドライブギア (1506) および上部プレート 
(1501) の間に 1 つのスペーサーを挿入できる空間

が開いたら、止めます。ドライブキー (1508) のた

めの空間を残しておくようにします。 

11. シャフトがドライブギア (1506) から離れるまで、

ドライブシャフト (1504) を押してスペーサーの挿

入を続けます。 

12. ドライブギア (1507) のスタッド (1505) は、背面プ

レート (1503) にプレスばめとなっており、磨耗が

なければ取り外す必要はありません。 

13. 再組立て前に、すべてのコンポーネントを十分き
れいにします。超音波クリーナーの使用を推奨し
ます。

注

ポンプのセクションは、落下の損傷を避けるため
十分に支持する必要があります。ギアメーターア
センブリは、保守作業を行うさいは作業台に置く
ことを推奨します。

注

より粘り気のある材料は、分解前に熱を輸送する
ことがあります。ポンプを熱の衝撃にさらさない
でください。温度を 大 100°C (180°F)/ 時まで上

昇させます。204°C (400°F) を超えないようにして

ください。ポンプを徐々に、室温まで冷まします。

注

ドエルピンを取り外すのにハンマーを使用しない
でください。ポンプを損傷する原因となります。

注

PGM ポンプ設計は、パフォーマンスとシールのた

め、コンポーネント間でラップばめとなっていま
す。ギア (1607, 1608) を落としたり、ポンププ

レート (1601, 1603) の対になる表面やギアケース 
(1602) を損傷したりすることのないよう注意して

ください。損傷を避けるため、ギアの取り外しに
ペンチやスクリュードライバーを使用しないでく
ださい。 
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PGM-20 ポンプアセンブリ

1. 背面プレート (1503) をテーブルに、内面上向きに

配置します。 

2. ドライブギア (1507) を、スタッド (1505) に取り付

けます。

3. ギアケース (1502) を、背面プレート (1503) 上に配

置します。ドエルピン穴の方向を点検し、背面プ
レートの穴と合っていることを確認します。

4. 上部プレート (1501) を、テーブルで、その端の上

に置きます。ドライブシャフト (1504) を上部プ

レートのシール側から通し、シャフトのボスが上
部プレートの上に来るようにします。

5. ドライブシャフト (1504) を回転させ、ドライブ

キースロットが上部に位置するようにします。ド
ライブキー (1508) およびドライブギア (1506) を挿

入します。

6. 上部プレート (1501)、ドライブシャフト (1504) お
よびドライブギア (1506) をばらばらにならないよ

うに持ち、それらの高さをギアケース (1502) の位

置になるまで慎重に下げます。 

7. ギアを数度回し、自由に回転できるよう確認し
ます。

8. ドエルピン (1509) を挿入し、自由に回転できるか

再確認します。

注： ドエルピンはプレスばめではなく、必要に応じて
プラスチックハンマーを使用して取り付けます。

9. ポンププレートネジを取り付け (1514)、85-105 
in-lb (9.6-11.8 N•m) で締めます。

10. ギアを数度回し、自由に回転できるよう確認し
ます。

11. 耐熱性、非蒸発性潤滑剤をドライブシャフトの
シール部分に適用します (1504)。

12. 新しいシール (1513) を取り付けます。図 26 およ

び 図 27 を参照してください。

13. スペーサー (1510, 1511)、シールリテーナー (1512) 
およびシールリテーナーネジ (1515) を取り付けま

す。ネジを 85-105 in-lb (9.6-11.8 N•m) で締めます。

14. ポンプシャフトキーの位置を合わせ、継手をポン
プシャフトの上にスライドさせます。継手を、そ
の位置を保つのに必要なだけ締め付けます。

15. サーボモーター、ギアヘッド、および上部プレー
トをポンプアセンブリに取り付けます。図 20 を参

照。

16. 適切なギャップができるまで継手を離してくださ
い。図 21 を参照。

17. ポンプブロック取り付けショルダーボルトをフ
レームに固定します (4)。

18. 液圧および電源を適用する前に、すべての電気接
続および液体接続部分を交換します。

ギアポンプメンテナンスガイド

ポンプの修理を行う前に、これらのガイドラインを確
認してください。

• ポンプは乾燥した状態で稼動しないでください。

• 負圧または逆吸引ヘッドからの吸引はしないでくだ
さい。

• 水やその他の潤滑用でない液体での洗浄はしないで
ください。

• 腐食剤や研磨剤、およびポンプに害を及ぼす恐れの
ある粒子を含む液体、またはその一方をポンプに通
さないでください。

• ポンプを 100°C (180°F) / 時よりも速いペースで加

熱、または冷却することはしないでください。

• 分解した部品を堅い面の上に落とさないでくださ
い。また、部品が互いにぶつかり合うことのないよ
うにしてください。

• ポンプ部品を決して鉄ハンマーで叩かないでくださ
い。部品は適切に配置すれば、定位置に収まるよう
設計されています。プレスばめの構成部品を挿入し
たり取り除いたりするには、軸プレスを使用してく
ださい。

• ギアを持ち上げるのにペンチを使用しないでくださ
い。

• ギアを上方にこじ開けるためにスクリュードライ
バーを使用することは、決してしないでください。

• 組立て中は、きれいなオイルまたは適合した液体を
使用してください。

注

コンポーネントをハンマーで打ったり、無理やり
一緒に合わせたりしないでください。損傷が生じ
る恐れがあります。適切に洗浄し位置を合わせた
ら、部品は定位置に収まります。組立て中は、適
合性のあるオイルを使用することを推奨します。
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新しいヒーターユニットおよび RTD センサーの取り付け

1. ギアメーターアセンブリの修理の準備、 37 ページ

を参照してください。

2. 電源ケーブルをヒーターから取り外します。

3. 2 つの M3 ネジを取り外して、キットをインレット

ブロックから取り外します。

4. 2 つの M6 ネジを取り外して、キットをポンプブ

ロックから取り外します。

5. 2 つの M8 ヒーターナット、および M6 センサー

ナットを取り外します。

6. ヒーターおよびセンサーをブロックから取り外し
ます。

7. ヒーター、およびセンサーのポート両方ともに、
残留物が残らないようにしてください。

8. 取り付けは取り外しの逆の手順で行います。

注

ヒーターは取り外しにくい場合があり、取り外し
はシステムのタイプによって異なります。適切な
熱伝達を確実にし、不十分なヒーターの不具合を
回避するため、

通し穴付きシステムでは :
ヒーターエレメントを、3 mm (0.125 インチ ) 直径

のピンを使用して押し出します。

通し穴なしシステムでは :
5mm (0.203 インチ ) のドリルビットを使用して、

ヒーターエレメントをドリルアウトします。穴の
直径を広げないでください。
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部品

PGM-20 取り付けフレーム 

12

11
10

9

3

8

1

4

2

5

ti21285a

参照 部品 説明 個数
1 124164 ネジ、shcs, M6-1.0 x 25 4

2 124165 ネジ、bhcs, M5-0.6 x 10 4

3 124166 ネジ、bhcs, M6-1.0 x 10 4

4 124167 ネジ、肩つき、10x30, M8-1.25 6

5 124168 ネジ、肩つき、8 x 6, M6-1.0 8

8 16D840 プレート、取付け 1
9 16D841 ガセット 2
10 16D842 プレート 1
11 16D843 インシュレーター 1
12 16V444 ガード、駆動 1
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PGM-20 下部アセンブリブロック

† O リングキット 24E626 に部品が含まれます。

* 部品の内訳および修理キットについては、PGM-20 
ポンプ修理、46 ページを参照してください。

103

108

104

101

101

102

105

109

106

107

110

参照 部品 説明 個数
101 101970 プラグ、パイプ、ヘッドレス 2
102 124173 ネジ、M6-1.0 x 90 4
103 124174 ネジ、M10-1.5 x 75 6
104† O リング 1
105† パッキン、O リング 1
106† パッキン、O リング 1
107† パッキン、O リング 1
108* 16D827 メーター、ギア、精密、20cc/rev 1
109 16D915 ブロック、ポンプ、取り付け 1
110 16D916 ブロック、入口、PGM 1
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PGM-20 ポンプ加熱キット 

▲ 交換用の危険性と警告のラベル、タグ、カードは無

料で入手できます。

203 201

202

1

3

204
1

1

設置位置。3

206
206

205

参照 部品 説明 個数
201 117764 センサー、圧力 2
202 24E412 キット、加熱、ポンプ、PGM-20 1

203 24E413 キット、加熱、PGM、インレット 1

204▲ 125363 ラベル、加熱 / やけど、警告 2

205 16D923 インシュレーター 1
206 124175 ネジ 3
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PGM ドライブ - 20 cc ポンプ

301

302

303

302a

参照 部品 説明 個数

301 16D947 モーター、PGM 駆動、サーボ、4
フレーム

1

302 16D946 ギア、減速、PGM 駆動、50:1, 
80mm フレーム

1

302a カバー 1
303 16D945 カップリング、PGM 駆動、

18x20mm
1
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耐久ディスペンスバルブ固定取り付け

410

403

405 412

404

409

411

402

406

401

408

406
407

参照 部品 説明 個数

401 597151 取り付け金具、エルボー、1/4 チューブ x 1/8NPT、オス 1
402 117820 ネジ、キャップ、ソケットヘッド、M3 2
403 124200 ソケットヘッド押さえネジ、M6-1.0 x 30; ステンレス鋼 4
404 124201 ソケットヘッド押さえネジ、M5-0.8 x 60; ステンレス鋼 4
405 116768 パッキン、O リング 1
406 124403 取付金具、アダプタ、1/8 NPTM x 03 JICM、軟鋼 4
407 124405 スイベル、エルボー、90 度、03 JICF x 03 JICM、軟鋼 2
408 198446 バルブ、ディスペンス、クローザー 1
409 244907 バルブ、耐久 1
410 16D943 ブロック、マウント 1
411 16E899 ホース、アセンブリ、ステンレス鋼ブレード、3/16 x 12 2
412 C32089 リテーナー、座 1
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ギアメーターアセンブリパネル 

651
603

617

614

614

616

614

615

615
616

617

622, 625

618

626, 612

609

608

606

604

605

602, 623

611, 612, 613 610

620 619

601

607

624

652
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▲ 交換用の危険性と警告のラベル、タグ、カードは無料で入手できます。

ケーブル

参照 部品 説明 個数

601 エンクロージャー、制御、ギア
メーター、塗装

1

602 24F386 モジュール、HMI、PGM 1
603 121148 ハンドル、遮断、電気 1
604 81/2060-

P/11

ボタン、デュアル、緑 / 赤、
w/pl-wht

1

605 81/2065-
R/11

ボタン、オペレーター、Pl、赤 1

606 81/2065-
G/11

ボタン、オペレーター、Pl、緑 1

607 ラベル、凡例、パネル、PGM 1
608 16D363 ボタン、オペレータ、pb、フラッ

シュ、黒
1

609 取付金具、バルクヘッド、グラン
ド、9 ワイヤ

1

610 グリップ、コード、.35-.63、3/4 1
611 81/1060-

14/25

コネクター、sq、14pw/ キー、 
7a、パネル m

1

612 96/0360/
99

ファスナー、shc、4-40x0.25、
ms、e

12

613 カバー、ダスト、アンプ 17 コネ

クター、 チェーン付き
1

614 81/2070/
11

ラッチ、オペレーター 4

615 81/2080-
1/11

コンタクト、ブロック、no 2

616 81/2072-
2/11

ライト、LED、白色、24vdc、
ラッチ

3

617 81/2081-
1/11

コンタクト、ブロック、nc 2

06 81/1096-
IC2/25

アダプター、db9、hmi to plc、
s7200、mxm

1

619 81/2060-
E/11

ボタン、mush、保持、ツイスト、

赤色
1

620 81/2060-
EL/11

ラベル、凡例、e ストップ、
60mm

1

622 81/1096-
IC1/11

ケーブル、リボン、db9、m-f、6ft1

623 81/1097-
CV6/11

カバー、ペット、 6"、オペレー

ター inter
1

624▲ 84/0130-
23/11

ラベル、prot 接地
(grnd).375x.375

1

625 ストラップ、巻き、スパイラル、
1/2''、ナイロン

4

626 81/1060-
4/25

コネクター、sq、4p w/ キー、 7a、
パネル m

2

651▲ 196548 ラベル、警告 1
652▲ 15M511 ラベル、警告、英語 / スペイン語

/ フランス語
1

参照 部品 説明 個数

説明 3 メーター 6 メーター 9 メーター 15 メーター

サーボ電源ケーブル 124251 124252 124253 127280

フィードバックケーブル 124254 124255 124256 127281

ディスペンスバルブ 24E571 24E572 24E573 24U020
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PGM 背面パネル 

718, 720

716, 720

718, 720

716

709 717 706 707 731 702, 707 701

704

729

705

728

719, 721

710, 725

715, 723, 724

727

718, 720

726, 728
717

714722*722*

712, 730

713

708

711

参照 部品 説明 個数

701 パネル、裏側、30x24 エンクロー

ジャー用、コンジット
1

702 123361 スイッチ、切断、 32a 1
703 124228 延長、遮断、230-350mm 1
704 117666 端子、接地 1
705 U70077 ターミナル、ラグ、設置、バス型 1
706 123298 回路、ブレーカー、2p、20a、

ul489
1

707 123296 回路、ブレーカー、2p、1a、ul489 1
708 123359 リレー、コントラクター、30a、 

3p、 24vdc co
1

709 124064 フィルター 1
710 121808 電源供給、 24vdc、4.0a、100w 1
711 123718 フィルタ、emi、6a、スペード con 1
712 24F323 モジュール、plc、s7-200、

14di/10do、24dc
1

713 124223 モジュール、アナログ in、s7-200、
4ai、10dc

1

714 124224 モジュール、アナログ out、
s7-200、2aq、10dc

1

715 24F324 駆動、インデクサー (PGM-06 のみ ) 1
24F325 駆動、インデクサー (PGM-20 のみ ) 1

716 ストリップ、端子、PGM、制御 1
717 レール、din 1
718 ワイヤーウエイ、パンジュイット、

1.5""x3.0""x6'
6

719 ワイヤーウエイ、パンジュイット、
1"x3"x6'

6

720 カバー、パンジュイット、1.5""x6' 6
721 ワイヤーウエイ、カバー、パン

ジュイット、1"x　6'
6

参照 部品 説明 個数
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▲ 交換用の危険性と警告のラベル、タグ、カードは無料で入手できます。

* インラインアンプは、15 m ケーブルのパネルコントロールには取り付けられません。

リモート取り付けアンプ

15 m ケーブルの制御センターの場合のみ。

取り付け

1. カバーを取り外します。

2. #8 機械ネジまたはそれに相当するもの ( 付属して

いません ) を、カバー取り付け穴に差し込みます。

722 124265 増幅器、単一コンディショナー、 
PGM (3, 6　または 9 m ケーブル )

2

*127279 増幅器、単一コンディショナー、 
PGM (15 m ケーブル )

2

723 124292 ハーネス、PGM、26 ピン、dsub、
24 awg

1

724 24D853 ハーネス、ワイヤ、電源、モー
ター制御

1

725 120997 ケーブル、turck、rs 4t-4 1
726 文書、図式、PGM 1
727 クランプ、ワイヤ、ハーネス、1/4、

メッキ
1

参照 部品 説明 個数

728▲84/0130-
23/11

ラベル、prot 接地 (grnd).375x.375 1

729▲84/0130-
26/11

ラベル , pe 1

730 81/1096-
B/11

バッテリー、バックアップ、 
200 日、s7200 plc

1

参照 部品 説明 個数

50 mm
(1.9 インチ )

65 mm
(2.5 インチ )

79 mm
(3.1 インチ )

94 mm
(3.7 インチ )

56.5 mm 
(2.2 インチ )
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PGM リモートディスペンスバルブ 

809
807

808
805

804

参照 部品 説明 個数
804 取り付け金具 1
805 117820 ネジ、キャップ、ソケットヘッ

ド、M3
2

807 124200 ネジ、shsc、M6-1.0 x 30、ステ

ンレス鋼

4

808 198446 バルブ、ディスペンス、クロー
ザー

1

809 16E055 ブロック、出口、PGM、3/4 
NPTF、ステンレス鋼

1



部品 

60 334611N

PGM 大気トランスデューサ

注：モデル PGx1xx ( 非加熱型 ) には大気センサーが使

われています。. 大気運転温度範囲に関しては技術情報

ページをご参照下さい。

901901901

20 cc ポンプ 6 cc ポンプ

901

参照 部品 説明 個数
901 124517 センサー、圧力 2
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PGM-6 取り付けフレーム

1107

1103

1105

1106

1104

1102

1108

1109

1101

1101

参照 部品 説明 個数
1101 124165 ネジ、bhcs、M5-0.8 x 10、

ステンレス鋼

7

1102 124167 ネジ、肩つき、10 x 30, M8-1.25、
ステンレス鋼

4

1103 124313 ネジ、shcs、M6-1 x 16 mm、

ステンレス鋼

3

1104 124314 ネジ、肩つき、6 x 8, M5 - 0.8、
ステンレス鋼

8

1105 16E327 プレート、取付け、駆動、PGM-6 1

1106 16E328 ガセット、駆動、PGM-6 2

1107 16E329 プレート、取付け、ポンプ、
PGM-6

1

1108 16E330 インシュレーター、ポンプ、
PGM-6

1

1109 16E331 ガード、駆動、PGM-6 1
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PGM-6 ドライブキット 

1203a

1203b

1203

1202

1201

1202a

参照 部品 説明 個数
1201 16E367 カップリング、PGM 駆動、

12 mm x 14 mm
1

1202 16E368 ギア、減速、PGM 駆動、50:1, 
60 mm フレーム

1

1202a カバー 1
1203 16E369 モーター、PGM 駆動、フレーム 1

1203a ネジ 4
1203b ワッシャ 4
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PGM-6 下部アセンブリブロック 

† O リングキット 24E677 に部品が含まれます。

* 部品の内訳および修理キットについては、PGM-6 
ポンプ修理、ページ 42 を参照してください。

1303

1309

1304

1308

1302

1307

1301

1305

1306

参照 部品 説明 個数
1301 101970 プラグ、パイプ、ヘッドレス 2
1302 124173 ネジ、shcs、M6-1.0 x 90、ステ

ンレス鋼

4

1303 124174 ネジ、shcs、M10- 1.5 x 75、
ステンレス鋼

4

1304† パッキン、O リング 2

1305† O リング 1

1306† パッキン、O リング 1

1307 16D916 ブロック、入口、PGM 1

1308 16E340 ブロック、ポンプ取付け、
PGM-6

1

1309* 24E832 メーター、ギア、精密、6cc/rev 1
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PGM-6 ポンプ加熱キット 

▲ 交換用の危険性と警告のラベル、タグ、カードは無

料で入手できます。

1

3

1401

1405

1402

設置位置。3

1406 1403

1

1404

参照 部品 説明 個数
1401 117764 センサー、圧力 2
1402 24E732 キット、加熱、ポンプ、PGM-6 1

1403 24E413 キット、加熱、PGM、イン

レット

1

1404▲ 125363 ラベル、加熱、警告 2
1405 16E366 インシュレーター 1
1406 124166 ネジ 2
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概略図

図 29: 概略図、1/10 ページ
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図 30: 概略図、2/10 ページ
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図 31: 概略図、3/10 ページ
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図 32: 概略図、4/10 ページ
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図 33: 概略図、5/10 ページ
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図 34: 概略図、6/10 ページ

GEARMETER READYG
READY

PL-1

320

125

Q0.7

Q0.5

Q0.6

2L+310

24VDC
DC

COM

Q1.1

Q1.0

2

26 PIN MALE
HIGH DENSITY

D-SUB

1130 130

312

DC COM

312

314

316

HARNESS
124292

DRIVE-1 I/O

DRIVE-1
ENABLE

PRIMARY A
DYNAMIC REGULATOR

125 130

125 130

130

2M 130

CRM

13 14

285

318

SOL-B

BLK +
1

RED-
2

WHT

PG-B

2

PG-B

1

3

TANDEM B130

378

387

385

383

380

376

374

372

370

368

366

364

362

360

358

356

352

354

350

379

386

382

384

381

377

375

373

371

369

367

365

363

361

359

357

353

355

351

391

398

396

393

389

392

399

395

397

394

390

388

SOL-A

BLK +
1

RED-
2

WHT

PG-A

2

PG-A

1

3

130

SPARE

DYNAMIC REGULATOR



概略図

334611N 71

図 35: 概略図、7/10 ページ
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図 36: 概略図、8/10 ページ
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図 37: 概略図、9/10 ページ
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図 38: 概略図、10/10 ページ
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アクセサリ部品
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アクセサリ部品

オートメーションインターフェイスケーブルアセンブリ

オートメーションインターフェイスケーブルアセンブリ 24D824 のケーブル長は、12.2 m (40 フィート ) です。以

下の図にはケーブルおよびケーブルインターフェイス信号が記載されています。配線の詳しい情報は、付録 B - I/O 
(97 ページ ) を参照してください。付録 C – 動作原理 、 100 ページを参照してください。

ピン # ワイヤ # 色 説明

1 208 黒 ディスペンス開始

2 210 赤 ジョブ完了

3 スペア 白 N/C

4 スペア 白/黒 N/C

5 125 オレンジ 24 VDC PGM から

6 130 青 24 VDC コモン

7 404 赤/黒 アナログフローコマンド

8 406 緑 アナログコモン

9 スペア 緑/黒 N/C

10 302 青/黒 ディスペンサレディ

11 300 赤/白 フォルト表示

12 304 オレンジ/黒 サイクル中

13 スペア 緑/白 ディスペンス 小ボリューム

14 310 青/白 24 VDCから E-停止まで



アクセサリ部品 
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動的レギュレーター (98****)
1011

1004

1008

1006

1010

1013

1001
1005

1004

1004

1014

1016

1003

1002

1012

1007

1009

1018

1017

1021

1020 1019

参照 部品 説明 個数
1001 112699 チューブ、 1/4 外径 2
1002 C20466 取り付け具、二プル、六角 1
1003 112307 フィッティング、エルボー、ストリート 1
1004 100139 プラグ、パイプ 2
1005 112781 取り付け金具、エルボー、スイベル 1
1006 054776 チューブ、ナイロン、円形、5/16 in/ 8 mm 2
1007 110321 ブラケット、取り付け 1
1008 297612 ネジ、キャップ、ボタンヘッド 2
1009 110318 レギュレーター、エア、1/4 インチ npt 1
1010 110319 ゲージ、圧力、エア、1/8 npt 1
1011 115948 取り付け金具、エルボー、1/4 nptM, 5/16T 外径 1
1012 107110 ナット、ロック 2
1013 121022 取り付け具、エルボー、雄 １ /4 npt 1
1014 198171 取付金具、L 字曲り 1
1015 198446 バルブ、ディスペンス、クローザー 1
1016 24E574 ケーブル、フィードレギュレーター、PGM、9 メーター 1
1017 080226 バルブ、迅速排気、3/4 インチ　nptf 1
1018 C20461 取付金具、ニップル、減速、6 角 1
1019 125466 取付金具、スイベル、エルボー、1/2 nptf 1
1020 100896 取り付け金具、ブッシング、パイプ 1
1021 111530 マフラー 1



アクセサリ部品
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動的レギュレーターの設定と取り付け 
(P/N 98****)

1. Therm-O-Flow 供給システムからエア圧力を取り除

きます。取扱説明書 311208 の圧力開放手順を参照

してください。

2. 動的レギュレーターキットを取り付けます。
図 39(78 ページ ) を参照してください。

3. Therm-O-Flow 供給にエアを適用します。エアの漏

れがないか点検します。

4. 2 番目のレギュレーターを、たとえば 20 ～ 25 psi 
のような低い動作圧力で設定します。

5. パネル取り付け Therm-O-Flow レギュレーターを

0 psi に調節します。

6. 動的レギュレーターケーブルを Therm-O-Flow か
ら PGM コントロールボックスへと接続します。

7. 供給ポンプ画面に進みます。供給ポンプ画面の情
報については、付録 A – ユーザインターフェイス

表示 (83 ページから ) を参照してください。

8. プライマリまたはタンデムポンプのドロップダウ
ンメニューについて、オンモードを選択します。

9. Therm-O-Flow のパネル取り付けレギュレーターに

適切な圧力を設定します。たとえば、30-40 psi の
ように設定します。

10. プライマリまたはタンデムポンプのドロップダウ
ンメニューについて、自動モードを選択します。

11. 新しいレギュレーターの動作を確認し、必要に応
じて圧力を調節して、システムがディスペンスし
ていないときの 大静圧 103bar (1500psi) を達成

します。



アクセサリ部品 

78 334611N

動的レギュレーターの取り付け

動的レギュレーターキットは、Therm-O-Flow の静圧を

コントロールするのに使用します (98****)。PGM は、

大インレット圧力 1500 psi です。ディスペンス中

は、動的レギュレーターキットは、Therm-O-Flow のフ

ロントパネル上にある通常のレギュレーターを作動さ
せます。システムがアイドル状態のときは、2 番目の

レギュレーターが静圧をコントロールします。

図 39

詳細 A

31
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11/16 

7/32 インチ 

5

直径

7
8

インチ

プラグを外し、付属の配線をレギュレーターのイ
ンレットに付けます。

取り付けには穴が必要です。詳細 A を参照してく
ださい。

Therm-O-Flow レギュレーターから外された 5/32 
インチの配線をここに取り付ける必要があります。

レギュレーターのパイロットポートには、既存の 
5/32 インチのエアラインがあります。このエアラ
インとそのフィッティングはレギュレーターから
取り外され、動的レギュレーターに付属のフィッ
ティングと交換されることになります。
既存のパイロット配線は、24E575 に付属のダイ
バートバルブの 5/32 用フィッティングに接続され
ることになります。

Therm-O-Flow レギュレーターのパイロットポー
トへ。

レギュレーターの入口

既存のエアラインを 1/2 インチの npt 継手と 90° ス
イベルフィッティングにねじこみます。

PGM コントロールパネルへ取り付けます。
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動的レギュレーター (UH****)

1002

1003

1004

1005

8

1017

1009

1012

1012 1011

1010

1009

参照 部品 説明 個数
1001 158491 取り付け金具、ニップル 1
1002 120435 レギュレーター、リモートパイロット型 1
1003 121022 取り付け具、エルボー、雄　１ /4 npt 2
1004 C20461 取付金具、ニップル、減速、6 角 1
1005 080226 バルブ、迅速排気、3/4 インチ　nptf 1
1006 111530 マフラー 1
1007 121282 取付金具、スイベル、ストレート、1/2 fx3/4 m 1
1008 24E574 ケーブル、フィードレギュレーター、pgm、

9 メーター

1

1009 112781 エルボ、スイベル、90 度 2
1010 112307 取付金具、ストリート、エルボー 1
1011 C20466 取り付け具、二プル、六角 1
1012 100139 プラグ、パイプ 2
1013 110318 レギュレーター、エア、1/4” npt 1
1014 123257 取り付け具、二プル、六角、1/4 npt、真鍮 2
1015 113264 クロス、パイプ 1
1016 110319 ゲージ、圧力、エア、1/8” npt 1
1017 198446 バルブ、ディスペンス、クローザー 1
1018 054130 チューブ、 plyeth .250 外径 3
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動的レギュレーターの設定と取り付け (P/N UH****)

1. Therm-O-Flow 供給システムからエア圧力を取り除きます。取扱説明書 334130 の圧力開放手順を参照してく

ださい。

2. 動的レギュレーターキットを取り付けます。82 ページの図 40 を参照。

3. Therm-O-Flow 供給にエアを適用します。エアの漏れがないか点検します。

4. 2 番目のレギュレーターを、たとえば 20 ～ 25 psi のような低い動作圧力で設定します。

5. エアツリー 上部のエアモーターレギュレーターを 0 psi に調節します。

6. 動的レギュレーターケーブルを Therm-O-Flow から PGM コントロールボックスへと接続します。

7. 供給ポンプ画面に進みます。供給ポンプ画面の情報については、付録 A – ユーザインターフェイス表示 
(83 ページから ) を参照してください。

8. プライマリまたはタンデムポンプのドロップダウンメニューについて、オンモードを選択します。

9. Therm-O-Flow のツリー 上部のエアモーターレギュレーターに適切な圧力を設定します。たとえば、

30-40 psi のように設定します。

10. プライマリまたはタンデムポンプのドロップダウンメニューについて、自動モードを選択します。

11. 新しいレギュレーターの動作を確認し、必要に応じて圧力を調節して、システムがディスペンスしていないと
きの 大静圧 103bar (1500psi) を達成します。
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動的レギュレーターの取り付け

動的レギュレーターキットは、Therm-O-Flow の静圧を

コントロールするのに使用します (UH****)。PGM は、

大インレット圧力 1500 psi です。ディスペンス中

は、動的レギュレーターキットは、Therm-O-Flow のフ

ロントパネル上にある通常のレギュレーターを作動さ
せます。システムがアイドル状態のときは、2 番目の

レギュレーターが静圧をコントロールします。

図 40
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耐久バルブノズル ヒーターネスト
部品 説明
24E654 10 x 1.5 mm リボンノズル

24E655 1/8 インチビードノズル

部品 説明
24E678 ブランクインサートでのヒーターネスト

24E679 ポートインサートでのヒーターネスト



付録 A – ユーザインターフェイス表示

334611N 83

付録 A – ユーザインターフェイス表示

画面ナビゲーション図
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画面

画面

画面
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付録 A – ユーザインターフェイス表示 
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メイン画面

適切なボタンを押して、ホーム画面または校正画面に進みます。校正画面にアクセスするには、パスワード 
“PGM10” を入力します。 

記号 :
A ホーム画面に進みます
B 較正画面に進みます

A B



付録 A – ユーザインターフェイス表示
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較正画面 1
注： 較正 の手順 (25 ページ ) を参照してください。

記号 :
C 校正の有効化ボタン ( 校正を開始する )
D 完了ボタン ( 校正を終了する )\
E 校正噴射時間入力ボックス
F 校正 K ファクター ( 自動計算 )
G 低速校正開始ボタン

H 低速校正噴射ボリューム入力ボックス
J 高速校正開始ボタン

K 高速校正噴射ボリューム入力ボックス
L メイン画面に進みます
M 校正画面に入ります

C

J

L

D

G

H

K

E

F

M



付録 A – ユーザインターフェイス表示 
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較正画面 2
注： 較正 の手順 (25 ページ ) を参照してください。

記号 :
A1  低速校正中の RPM ポンプ

A2  高速校正中の RPM ポンプ

A1

A2



付録 A – ユーザインターフェイス表示
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ホーム画面

手動モード

手動モードでは、機器はユーザインターフェイスタッ
チスクリーンおよび機器上の物理的ボタンから入力さ
れる信号のみを受け付けます。外部コントロールイン
ターフェイスから噴射開始を指示する信号は、すべて
無視されます。

自動モード

自動モードでは、機器は外部機器から噴射開始を指示
する信号のみを受け付けます。ユーザインターフェイ
スタッチスクリーンや機器上の物理的ボタンを使用し
て噴射開始を指示する信号は、すべて無視されます。

ビードスケール

ビードスケール機能では、表示されるスケールパーセ
ント値によって、ディスペンスされる量を調節します。
たとえば、システムが 100 cc/ 分をディスペンスするよ

う設定されており、ビードスケール設定が 110 である

場合、機器は 100cc/ 分 x110% スケール =110cc/ 分を

噴射します。

ビードスケールの主な目的は、ディスペンスされる量
の調節によって、希望する実際の量をすばやく見つけ
られるようにすることです。正しい量がわかれば、
流量はそれに従って調節されるはずです。

画面遷移

セットアップ画面へアクセスするには、監督者のパス
ワードが必要です。

流量表示

ホーム画面では、次の 1 ～ 3 のソースから指示された

流量を表示します。

• 1 – メンテナンスのフロー ( 保守画面、88 ページを

参照してください )

• 2 – 自動モード表示のフロー ( セットアップ＃ 2 画

面、91 ページを参照してください )

• 3 – リモート 0 ～ 10 VDC コマンドのフロー ( 付録 
B - I/O、97 ページを参照してください )

記号 :
N 手動モードを有効化します
P 自動モードを有効化します
R ビードスケールを増加させます

S ビードスケールを減少させます
T 現在のビードスケール設定

U 保守画面に進みます
V ロボット I/O 画面に進みます
W セットアップ画面に進みます
X メイン画面に進みます
Y アラーム画面に進みます

N P

V

W

X

R

S

T

U

Y



付録 A – ユーザインターフェイス表示 
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保守画面

ディスペンスバルブ制御

自動ディスペンスバルブ制御が有効化されていると、
ディスペンスバルブは、材料のディスペンスのため必
要に応じて開閉します。

自動ディスペンスバルブを開く、と選択すると、ディ
スペンスバルブは開き、自動ディスペンスバルブ制御
の有効化されない間は開いたままの状態にとどまり
ます。

ディスペンスの設定

ディスペンスモード : 選択肢にはビードと噴射があり

ます。

• ビードモードでは、噴射開始ボタンを押すとディス
ペンスが開始し、噴射開始ボタンを放すとディスペ
ンスが終了します。

• 噴射モードでは、噴射開始ボタンを押して放すと
ディスペンスが開始します。ディスペンス継続時間
(AC) が経過すると、ディスペンスが終了します。

ディスペンス継続時間 : 機器が指定の流量によって

ディスペンスを行う時間の長さのこと。この値は、噴
射モードでのみ使用されます。

流量 : 機器が指定のディスペンス継続時間にディスペ

ンスを行うレートのこと。

手動ディスペンス開始

設定を調節した後、ユーザは手動ディスペンス開始ボ
タン (AE) を使用して、現在の設定で材料をディスペン

スすることができます。 

注： このボタンは、コントロールパネル上にある手動
パージボタンと同じ機能を果たします。

記号 :
Z 自動ディスペンスバルブ制御を有効化

する
AA ディスペンスバルブを開く、自動ディ

スペンスバルブ制御を無効化する
AB ディスペンスモード選択ドロップダウ

ンメニュー

AC ディスペンス継続時間入力ボックス
AD 流量入力ボックス
AE 手動ディスペンス開始

AE

AC

Z

AA

AB

AD

N P

A



付録 A – ユーザインターフェイス表示
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ロボット I/O 画面

概要

この画面は、本システムのディスペンス動作を制御す
るための外部機器セットアップに関連する設定を行う
ためのものです。付録 B - I/O、 97 ページを参照してく

ださい。 

ロボット出力

これらは、関連するアクションが起きた場合に外部機
器によって送信される信号です。ジョブ完了信号は、
インサイクル信号を止めるために送信されます。ディ
スペンストリガー信号は、ディスペンスを開始するた
めに送信されます。コマンドボルテージ信号は、コマ
ンドケーブルのボルテージの表示であり、トラブル
シューティングのみを目的とするものです。付録 B - 
I/O、 97 ページを参照してください。 

ロボット入力

これらは、外部機器に対してシステムの状態を通知す
るために送信される信号です。ディスペンスレディ信
号は、外部機器に対して、システムがディスペンスで
きる状態にありディスペンスを開始できることを知ら
せます。アラーム無し信号は、機器に対して、現在ア
クティブなアラームが存在しないことを知らせます。
インサイクル信号は、外部機器に対して、システムが
現在ビジー状態にありディスペンスを開始できないこ
とを知らせます。

注： ディスペンスレディ信号は、自動モードにある間
はオンのままとなります。偏差アラームが発生した場
合、ディスペンスレディおよびアラーム信号はオンの
ままとなります。エラーアラームが発生した場合、
ディスペンスレディ信号はなくなります。

A
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セットアップ＃ 1 画面 

ボタン #1 ~ #6

ボタンを押すと、該当する番号のセットアップ画面に
進みます。たとえば、3 を押すと、セットアップ画面 
3 に進みます。

コマンド値のソース

コマンド値の制御は、ユーザインターフェイスタッチ
スクリーンによって、または外部コントロールイン
ターフェイスを介してシステムと接続している外部機
器によって、行うことができます。

実行モードビード調整 :

このオプションが有効になっていると、ビードスケー
ル機能がホーム画面上に表示されます。詳しい情報に
ついては、ホーム画面 (87 ページ ) を参照してくだ

さい。

ジョブ終了モード

表示が選択されているときは、インサイクル信号は、
ディスペンストリガーがなくなると終了できます。

リモートが選択されている場合は、インサイクル信号
を消すにはジョブ完了信号が必要です。

ジョブ終了遅延 ( 秒 )

ジョブ完了モードが表示に設定されている場合、イン
サイクル信号は、このフィールドに示されている時間
が経過した後に消えます。

A
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セットアップ＃ 2 画面

概要

ディスペンスモード、流量、およびディスペンス継続

時間の設定は、自動制御モード (A) のみに適

用されます。この画面上で変更される値は、保守画面
上で行われる変更から独立しています。

ビードスケールの値はホーム画面上のビードスケール
設定との重複であり、これはセットアップ画面 1 から

有効化、無効化することができます。セットアップ＃
1 画面、 90 ページを参照してください。

固定コマンド cc/min

ここに流量を入力できます。このフィールドは、コマ
ンド値のソースがセットアップ画面 1 のディスプレイ

上に設定されている場合にのみ使用されます。セット
アップ＃ 1 画面、 90 ページを参照してください。

ボタン #1 ~ #6

ボタンを押すと、該当する番号のセットアップ画面に
進みます。たとえば、3 を押すと、セットアップ画面 
3 に進みます。

プレチャージ

これは、ディスペンスバルブが閉じている際のメー
ターとディスペンスバルブの間の圧力です。プレ
チャージ設定がゼロでない場合は、ギアメーターは、
ディスペンスの直後、ディスペンスバルブが閉じた後
もプレチャージの圧力値に達するまで回転を続けます。

大のプレチャージ値は 17.2 MPa (172 bar、2500 psi) 
です。

A

オン遅延の設定値が大きくなると、システム内の圧
力が大きくなります。大きすぎる値を入力すると、
機器が過度に加圧し、構成部品の破裂および重大な
人身事故につながる恐れがあります。
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セットアップ画面 3

ボタン #1 ~ #6

ボタンを押すと、該当する番号のセットアップ画面に
進みます。たとえば、3 を押すと、セットアップ画面 
3 に進みます。

遅延設定

遅延設定は、噴射の開始時のディスペンスバルブの開
閉に影響します。

オン遅延は、噴射の開始された時からディスペンスバ
ルブが開く時までの時間 ( ミリ秒単位 ) です。オン遅延

が 100 と設定されると、機器は噴射が開始した後、

100 ミリ秒待ってからディスペンスバルブを開きます。

これによって、ディスペンスバルブが開くまでの間、
メーターとディスペンスバルブの間に圧力が高まり
ます。

オフ遅延は、噴射の終了時からディスペンスバルブが
閉じる時までの時間 ( ミリ秒単位 ) です。オフ遅延が 
100 と設定されると、機器は噴射が完了した後、100 
ミリ秒待ってからディスペンスバルブを閉じます。

ドライブ情報

モータートルク

ディスペンス中にモータートルクを表示します。モー
タートルクが連続トルクを超えて上昇した場合、ア
ラームが発せられます。エラー (33 ページ ) を参照し

てください。

( 続き ) トルク

モーターの連続トルク定格。

注： モータートルク表示は、ある粘度での 大流量を
見定めるのに良い方法です。

A

オン遅延の設定値が大きくなると、システム内の圧
力が大きくなります。大きすぎる値を入力すると、
機器が過度に加圧し、構成部品の破裂および重大な
人身事故につながる恐れがあります。
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セットアップ画面 4

ボタン #1 ~ #6

ボタンを押すと、該当する番号のセットアップ画面に
進みます。たとえば、3 を押すと、セットアップ画面 
3 に進みます。

ポンプ設定

スナッフバック : この機能では、ギアメーターを逆方

向に回転させることができ、ディスペンスの直後に材
料の垂れを 低限に防ぐかまたは無くすため、ディス
ペンスバルブから材料を引き戻すことができます。ス
ナッフバック時間およびスナッフバックポンプ回転数
は、スナッフバックが有効になっている場合に使用さ
れる設定です。これらの設定は、ご使用の材料に 適
に働くよう調節する必要があります。 

注： きわめて粘度の高い材料には推奨されません。

ポンプ時間合算 : このフィールドでは、機器の合計

ディスペンス時間を時間単位で記録します。この
フィールドはリセットできません。 

ポンプ時間メーター : このフィールドは、合計ディス

ペンス時間を時間単位で表示します。このフィールド
は調整できません。

A
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セットアップ画面 5

概要

この画面では、圧力センサーについての設定をコント
ロールします。これらの値は、エラーをトリガーする
のに使用されます。

ボタン #1 ~ #6

ボタンを押すと、該当する番号のセットアップ画面に
進みます。たとえば、3 を押すと、セットアップ画面 
3 に進みます。

インレット、アウトレット補正

インレット、アウトレット補正値は、圧力トランス
デューサの調整を行うのに使用されます。システム内
に材料が存在しないときに圧力トランスデューサが圧
力ゼロを記録しない場合は、値を入力して、圧力値が
ゼロとなるようにします。たとえば、15 psi と表示さ

れている場合、- 15 psi を入力して値を 0 に変更させ

ます。

小 / 大インレット / アウトレット限界値

これらの限界値は、ディスペンスについて許容可能な
値の範囲を設定するために使用します。ディスペンス
中に値がこの範囲外となった場合は、機器がアラーム
を発します。エラー (33 ページ ) を参照してください。

PSI、BAR

システム全体にわたる圧力単位を設定します。

A
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セットアップ画面 6

エラー

エラーリセット : 無効に設定されている場合、エラー

はリセットできません。有効に設定されている場合、
エラーはリセットできます。

インレット / アウトレット圧力、ドライブトルク : エ
ラーに設定されている場合、限界値を超す状況が生じ
た場合にエラーが生成されます。機器は、エラーがリ
セットされるまでの間、無効化されます。偏差に設定
されている場合、限界値を超す状況が生じた場合にエ
ラーが生成されます。機器は、エラーがリセットされ
るまでの間、無効化されません。

偏差に設定されている場合、限界値を超す状況が生じ
た場合にエラーが生成されます。機器は無効化されま
せん。エラー (33 ページ ) を参照してください。

A
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供給ポンプ画面

注： この画面は、Therm-O-Flow でオプションの動的

レギュレーターキットを制御するために使用します。
動的レギュレーターキットのオプションに関する詳し
い情報は、アクセサリ部品 セクション (75 ページ ) 
を参照してください。

動的レギュレーター

プライマリポンプ

• 自動モード : 通常運転の間、このモードは、ディス

ペンスバルブソレノイドの作動時に、動的レギュ
レーターソレノイドを起動します。

• オンモード : この設定にすると、動的レギュレー

ターソレノイドを起動します。

• オフモード : 動的レギュレーターのオプションは無

効化されます

タンデムポンプ

• プライマリポンプと同様の制御機能

A
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付録 B - I/O

PGM I/O の使用

ギアメーターは、数種類の I/O 信号を使用してプラントの自動化コントローラと通信を行います。2 つのデジタル

入力、3 つのデジタル出力、および 1 つのアナログ入力があります。これらの信号はすべて、コントローラ上部の 
I/O コネクタを経由します。

I/O コネクタのその他のピンには、24 VDC 電源、24 VDC コモン、アナログコモン、および、コントローラ　E- 停
止スイッチがラッチされた場合のみの 24 VDC 電源信号を含みます。信号で隔離されるものはなく、すべてがコン

トロールボックスのグラウンドプレーンに参照されます。以下のパラグラフでは、自動化コントローラ信号の代表
的な接続方法を説明します。

デジタル入力

2 つのデジタル入力には、ディスペンス開始、ジョブ

完了がありますこれらの入力には、自動化コントロー
ラからの 24 VDC 電源出力が必要です。 図 41 を参照。

自動化コントローラがリレー接点を使用して I/O 信号

を生成している場合、ギアメーター I/O コネクタ ( ピン

5) で利用可能な 24 VDC を使用して、入力をドライブ

する必要があります。自動化コントローラが 24 VDC 
のハイ側スイッチングを使用している場合は、ギア
メーターの 24 VDC コモン ( ピン 6) をオートメーショ

ンの出力を自動化コントローラのコモンに接続可能な
場合に限り、入力に直接接続することができます。自
動化コントローラの出力がロー側スイッチング ( オー

プンコレクタ ) または 24 VDC 以外の電圧である場合、 
リレーを 図 41 のように使用する必要があります。

 

図 41

PGM

24VDC

Contact
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デジタル出力

3 つのデジタル出力は、ディスペンサレディ、フォル

ト表示、およびインサイクルです。これらの出力は、
24 VDC のハイ側のスイッチングを行い、自動化コント

ローラでは 24 VDC 電圧の下降入力を必要とします。 図 
42 を参照。自動化コントローラが 24 VDC のリレーコ

イルを使用して I/O 信号を受信する場合、信号は 図 42 
に示すように接続される必要があります。

自動化コントローラの入力がソース電流であるか、
または 24 VDC 以外の電圧を使用している場合、 
24 VDC コイル付きリレーを 図 42 に示すように使

用する必要があります。

図 42

PGM
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アナログ入力

PGM は、オートメーションから流量アナログコマンド

を受けとります。0 から 10 VDC アナログ入力はコン

トロールのアナログコモンを基準点とします。 図 43 を

参照。自動化コントローラアナログ出力の基準点は、
信号が正常に機能するよう PGM アナログ参照点 ( ピン

8) に接続する必要があります。 

24 VDC、E- 停止から

PGM は、自動化コントローラが PGM コントローラの

緊急停止スイッチ位置のモニタ用として使用できる信
号を生成します。 図 44 を参照。

リレー

デジタル I/O 信号の調整のためリレーの使用が必要な

場合は、以下の使用可能部品の番号を参考にしてくだ
さい。

24 VDC コイル用 :

• リレー : フェニックスコンタクト部品番号 :2966171

120 VAC コイル用 :

• リレー : フェニックスコンタクト部品番号 :2966197

図 43

図 44
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付録 C – 動作原理

動作原理

入力および出力信号

用語集

この文書の目的上は、デジタル信号は、電圧が存在す
るとき ( または 小閾値を超えているとき ) に「設定さ

れている」と言います。デジタル信号は、電圧が存在
しないとき ( または 小閾値を下回っているとき ) に

「リセットされている」と言います。各デバイスは、通
電されているかまたはアクティブな状態であるときに

「設定されている」と言います。

デジタル入力

ディスペンス開始 – これはディスペンス信号です。

PGM ユニットは、この信号が設定されている間は、

モードに応じて、命令された流量いずれかでディスペ
ンスしようとします。

コントロール ON - この入力は、[E- ストップ ] ボタン

の押下時にリセットされます。

ジョブ完了 - この入力は、ジョブ完了通知用に使用す

ることができます。

注： ディスペンサレディ信号は、オートメーションの
モニタのために重要な信号です。ディスペンサレディ
出力がオン状態でない場合、 LT がオートメーションか

らの要求に応答していないことがあります。これによ
り、オートメーションは生産を実行しているが PGM 
は材料のディスペンスを行っていないという状態が生
じることがあります。

ディスペンスバルブソレノイド - この信号は、ディス

ペンスサイクル開始時にディスペンスバルブソレノイ
ドへの電源供給用に設定されます。

フォルト表示 - このビットは以下の条件で「リセット」

されます :

1. フォルト ( アラームまたは警告 )　がアクティブで

ないこと。

インサイクル - インサイクル信号はディスペンスサイ

クル開始時に設定され、ディスペンスサイクル終了時
にリセットされます。ディスペンスサイクル終了時に
リセットされます。:

• ジョブ終了モードが「リモート」に設定されている
場合、オートメーション I/O からのジョブ完了信号

受信時に ディスペンスサイクルが終了します。

• ジョブ終了モードが「表示」に設定されている場
合、ジョブ終了遅延タイマの時間が経過するとディ
スペンスサイクルが終了します。付録 A – ユーザイ

ンターフェイス表示 (83 ページ ) を参照してくだ

さい。

アナログ入力

フローコマンド – フローコマンド信号入力はフロー要

求を表します。電圧は 0 ～ 10 ボルト DC である必要が

あります。0 ～ 10 ボルトの信号は、0 ～ 100% 相対フ

ローコマンド信号として解釈されます。この入力を使
用するためには、システムがリモートモードになって
いる必要があります。

アクセサリ部品、75　ページ、を参照してください。
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技術データ

* フローレートおよび粘度は概算値です。粘度が増加すると流量は低下します。液は圧力下でのシヤーが予想さ

れます適切なラインおよび装置の選択のため、新しいアプリケーションまたは液を使用する場合には必ずテス
トする必要がありますその他の性能については、グラコ認定販売代理店にお問い合わせ下さい。

ボリューム反復性 . . . . . . . . . . . . . . . . +/- 1%

小流量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 30 cc/ 分
20 cc/rev モデル : 40 cc/ 分

大フローレート . . . . . . . . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 480 cc/ 分
20 cc/rev モデル : 1600 cc/ 分

小ディスペンスショットサイズ . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 8 cc
20 cc/rev モデル : 10 cc

大液体使用インレット圧力 . . . . . . . . . . . 1500 psi (10.3 MPa、 103 bar）

大液体使用アウトレット圧力 . . . . . . . . . . 17.2 MPa (172 bar、2500 psi)

エア供給圧力範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . 60 ～ 100 psi ( 濾過が必要 )

液の濾過を推奨します . . . . . . . . . . . . . . 高 200 メッシュまで。粘度に応じて

液の粘度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1,000 ～ 1,000,000 センチポアズ

接液部品 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ステンレス鋼、工具鋼、クロム、カーバイド、アセター
ルプラスチック、PTFE、耐化学物質 O リング

電源要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 完全ロード :18.5A、フューズ定格 :21A

電源電圧範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240 VAC、50 ～ 60 Hz、単相

大フローレートでの音圧レベル . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 58 dB(A)
20 cc/rev モデル : 72 dB(A)

大フローレートでの音力レベル . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 68 dB(A)
20 cc/rev モデル : 79 dB(A)

動作温度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . コントロール : 40-104°F (4-40°C)
加熱ポンプ : 40-400°F (4-204°C)
周辺ポンプ : 40-120°F (4-49°C)

運転湿度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 ～ 90% 非凝縮

重量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 13.61 kg (30 lb)
20 cc/rev モデル : 27.22 kg (60 lb)
コントロール : 45.36 kg (100 lb)

全体寸法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 cc/rev モデル : 50.17 H x 23.83 W x 16.76 D mm
(19.75 H x 9.38 W x 6.6 D インチ )

20 cc/rev モデル : 55.25 H x 24.13 W x 22.6 D mm
(21.75 H x 9.5 W x 8.9 D インチ )

コントロール : 76.2 H x 60.96 W x 30.48 D mm
(30 H x 24 W x 12D インチ )
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Graco 社標準保証

Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、Graco が製造し、かつ Graco の社名

を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証します。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除

き、販売日時から起算して 12 ヶ月間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換致します。この保証は装置が Graco が明

記した推奨に従って設置、操作、保守された場合にのみ適用します。

誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、または Graco 製でない構成部品の代用が原因で発生した

一般的な消耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の
装置と Graco によって提供されていない構成、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていない構成、付属品、

装置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作または保守が原因で発生した誤動作、損傷、または摩耗については、Graco は一切責

任を負わないものとします。

本保証は、Graco 認定販売代理店に、主張された欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置が支払済みで返却された時点で、条件が

適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco はすべての欠陥部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接

お買い上げ頂けたお客様に返却されます。装置の検査により材質または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行

われます。 料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本保証は唯一のものであり、明示的、黙示的を問わず、商品性の保証、または特定用途への適合性の保証など、その他の保証に代わるものです。 

保証契約不履行の場合の Graco 社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者は、他の補償 ( 利益の損失、

売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定

されるものではない ) は得られないものであることに同意します。保証違反に関連するいかなる行為も、販売日時から起算して 2 年以内に提起

する必要があります。

Graco によって販売されているが、製造されていない付属品、装置、材料、または部品に関しては、Graco は保証を負わず、特定目的に対す

る商用性および適合性のすべての黙示保証は免責されるものとします。Graco により販売されているが 当社製品でないアイテム ( 電気モータ、

スイッチ、ホース等 ) は、上記アイテムの製造元の保証に従います。Graco は、これらの保証違反に関する何らかの主張を行う際は、合理的な

支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、Graco は Graco の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売される商品から生じる間接的、

偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、補償違反、Graco の不注意、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わない

ものとします。

Graco の情報 

シール材と接着剤注入装置

Graco 製品についての 新情報入手先 : www.graco.com
特許についての情報入手先 : www.graco.com/patents

発注の際は、 寄りの Graco 販売店にご連絡下さい。www.graco.com で 上部青色帯の「購入

場所」で販売店をお探し頂けます。あるいは、当社に電話して 寄りの販売店をお尋ね下さい。
米国からの電話 :800-746-1334
米国以外からの電話 :0-1-330-966-3000

http://www.graco.com
www.graco.com/patents
http://www.graco.com

	関連する説明書
	モデル
	バルクメルト (Therm-O-Flow 20 + Therm-O-Flow 200) および周辺 ホース
	リモートディスペンスバルブ
	固定ディスペンスバルブ
	アクセサリー

	警告
	概要
	システム構成
	構成部品説明図
	システム概要
	代表的な用途

	設置
	据え付けの前に
	概要
	制御センターの設置
	ギアメーターアセンブリの設置
	ケーブルアセンブリの設置

	システム設定
	概要
	制御設定値の構成
	モード設定値の構成
	遅延設定値の構成
	圧力センサーの調整
	エラーの構成

	操作
	始動
	材料のロード
	保守モード操作
	較正
	保守画面からのディスペンス
	自動制御 (通常) 操作
	代表的な自動化サイクル

	圧力解放手順
	遮断
	トラブルシューティング
	PGM 液体アセンブリ
	ディスペンス・バルブ

	エラー
	表示エラー
	エラーの診断
	エラーのクリアおよび制御ユニッ トのリセット
	エラーコードおよびトラブルシューティング

	保守
	保守スケジュール

	修理
	ギアメーターアセンブリ
	PGM-6 ポンプ修理
	PGM-20 ポンプ修理
	ギアポンプメンテナンスガイド
	新しいヒーターユニットおよび RTD センサーの取り付け

	部品
	PGM-20 取り付けフレーム
	PGM-20 下部アセンブリブロック
	PGM-20 ポンプ加熱キット
	PGM ドライブ - 20 cc ポンプ
	耐久ディスペンスバルブ固定取り付け
	ギアメーターアセンブリパネル
	PGM 背面パネル
	リモート取り付けアンプ
	PGM リモートディスペンスバルブ
	PGM大気トランスデューサ
	PGM-6 取り付けフレーム
	PGM-6 ドライブキット
	PGM-6 下部アセンブリブロック
	PGM-6 ポンプ加熱キット

	概略図
	アクセサリ部品
	オートメーションインターフェイスケーブルアセンブリ
	動的レギュレーター (98****)
	耐久バルブノズル
	ヒーターネスト

	付録A – ユーザインターフェイス表示
	画面ナビゲーション図
	メイン画面
	較正画面 1
	較正画面 2
	ホーム画面
	保守画面
	ロボット I/O 画面
	セットアップ＃1画面
	セットアップ＃2画面
	セットアップ画面 3
	セットアップ画面 4
	セットアップ画面 5
	セットアップ画面 6
	供給ポンプ画面

	付録 B - I/O
	PGM I/O の使用

	付録 C – 動作原理
	動作原理

	技術データ
	Graco社標準保証
	Gracoの情報

